
平成３０年度８月教育委員会議定例会議事日程 

 

 

             日 時 平成３０年８月２４日（金） 

               ９時３０分より 

                     場 所  町民センター２Aクラブ室 

                           

 

１ 開会宣言 

 

２ 署名委員の指名 

 

３ 教育長事務報告 

 

４ 付議事項 

（１）議案第８号 平成３０年度二宮町一般会計補正予算（案）について 

（２）議案第９号 二宮町生涯学習センターの設置及び管理に関する条例の一部を 

改正する条例（案）について 

 

５ 報告・協議事項 

（１）二宮町教育委員会点検及び評価報告書（案）について … 資料１ 

（２）平成 30年度「にのみや 子ども はぐくみ塾」開催状況報告について（報告） 

… 資料２ 

（３）教育支援室教育相談活動について（報告） … 資料３ 

（４）二宮町体育祭について … 資料４ 

（５）その他 

 

 ＊ 次回教育委員会議予定 

 

６ 閉会宣言 

 

 



 

 

平成３０年８月定例教育委員会議 教育長事務報告 

 

                       （H30.7.27～H30.8.23） 

月 日 曜日 内  容 

7 27 金 定例教育委員会議 

7 27 金 小中一貫教育研修会 

7 29 日 広域連携中学生交流洋上体験研修出発式 

7 31 火 町村教育長会 

8 5 日 ガラスのうさぎ像平和と友情のつどい 

8 6 月 第１回 にのみや 子ども はぐくみ塾 

8 7 火 政策会議 

8 9 木 校長会 

8 9 木 第２回 二宮町青少年健全育成事業(中学生ｻﾐｯﾄ 2018) 

8 17 金 総合教育会議 

8 18 土 コミュニティ・スクール講演会 

8 21 火 政策会議 

8 23 木 中郡中学校教育研究会講演会 
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８月政策会議結果報告 

 

平成 30年８月７日（火）開催分 

 

【町長・副町長から】 

昨夜の大雨では冠水した個所もあったが、台風 13 号が接近しているため、避難

所対応など、準備をすること。 

 

【主な付議案件】 

（１） 平成 30年度部運営方針ヒアリングの対応状況の取りまとめについて 

（２） 平成 31年度重点施策事業（案）について 

政策総務部（区分：協議） 

 （１）並びに（２）について、今後開催予定のヒアリングで詳細について

議論する。 

 

（３） 聖火リレーコースの推薦について 

政策総務部（区分：協議） 

 東京 2020の聖火リレーコースについて、各市町村からの推薦を県でとりま

とめて報告する。 

 

（４） 町営プールの将来の方向性に関する意見交換会について 

政策総務部（区分：協議） 

 議会全員協議会説明時の意見を受け資料を修正した。意見交換会は、8/18

（土）、8/19（日）に開催する。 

 

（５） 「二宮町における小中一貫教育校の導入について」のアンケート調査実施に

ついて 

教育部（区分：報告） 

 

【情報交換】 

〇 「二宮町総合戦略」に係るアンケート調査結果について 

（政策総務部） 

〇 二宮町総合戦略２次評価（平成 29年度実績）について 

（政策総務部） 

〇 市町村自殺対策計画策定に伴う研修会について 

（健康福祉部） 

 

以 上 
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８月政策会議結果報告 

 

平成 30年８月 21日（火）開催分 

 

【町長・副町長から】 

来週から部のヒアリングが始まるが、事前に確認したい事項について、必要に応

じ連絡をする。 

 

【主な付議案件】 

（１） 平成 31年度重点施策事業（案）について 

政策総務部（区分：協議） 

 来週から開催されるヒアリングで議論し、９月政策会議で決定する。 

 

（２） まちづくり移動町長室開催に伴う議事録及びアンケートについて 

政策総務部（区分：報告） 

 議事録及びアンケート結果が報告された。議事録及びアンケート結果はホ

ームページで公開する。 

 

（３） 町県民税の課税漏れについて 

政策総務部（区分：報告） 

 システムの不具合により課税漏れが生じた。該当者には通知し謝罪する。 

 

（４） 平成 30年台風 12号に対する町の対応について 

政策総務部（区分：報告） 

 ７月 28日に接近した台風 12号に対する町の対応状況が報告された。 

 

（５） 二宮町墓地等の経営の許可等に関する条例の制定に向けて 

都市部（区分：協議） 

 県から「墓地等の経営の許可等に関する権限」の移譲を受けた条例を設置

することについて、条例に規定する項目について協議した。 

 

（６） 二宮町生涯学習センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について 

教育部（区分：協議） 

 ラディアンに公衆無線 LAN（free-wifi）を設置することに伴い、ミーティ

ングルームに設置したインターネット接続用回線を撤去するため、条例を

改正することについて協議した。 
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【情報交換】 

〇 8/26（日）に防災訓練を実施します。 

（政策総務部） 

〇 8/18（土）、8/19（日）に、３つの町営プールの将来の方向性に関する意見交換

会を開催し、24 名の参加者と、延べ 13 名の議員の参加がありました。意見交換会

でいただいたご意見については、後日取りまとめ政策会議で報告しますが、「温水

プールを残してほしい」とするご意見が多かったのに対し、「袖が浦プールを残し

てほしい」というご意見はほとんどありませんでした。 

（政策総務部） 

 



事業報告 （平成３０年７月２７日～平成３０年８月２４日）

月日 曜日 主な会議・行事等 開催場所 人数

7月27日 金
小中一貫教育研修会、ワーキンググルー
プミーティング

町民センター ８８

7月30日 月 児童・生徒指導研修会 町民センター ３２

8月1日 水 普通救命講習会 消防署 １８

8月5日 日 ガラスのうさぎ像平和と友情のつどい ラディアン のべ580

8月6日 月 にのみや子どもはぐくみ塾 町民センター ９７

8月8日 水 普通救命講習会 消防署 ５

8月8日 水 初任者研修会・施設見学 教育支援室 １６

8月9日 木 小中学校校長会 役場 ９

8月13日～15日 月～水 学校閉庁日 町立小・中学校 －

8月14日 火 学校事務連携会議 町民センター ７

8月17日 金 総合教育会議 役場 ９

8月21日～22日 火～水 初任者宿泊研修会 足柄ふれあいの村 ７

事業予定 （平成３０年８月２５日～平成３０年９月２８日）

月日 曜日 主な会議・行事等 開催場所 予定人数

8月29日 水 二宮西中学校２学期始業式 二宮西中学校 －

8月30日～31日 木～金 通学路合同安全点検 町内 －

8月31日 金 二宮中学校２学期始業式 二宮中学校 －

8月31日 金 小中学校養護教諭部会 二宮小学校 ８

9月3日 月 小学校２学期始業式 各小学校 －

9月14日 金 学校事務連携会議 町民センター ８

教育総務課事業報告



事業報告 （平成３０年７月２７日～平成３０年８月２４日）

月日 曜日 主な会議・行事等 開催場所 人数

夏休み中のため、会議、行事等はありませんでした。

事業予定 （平成３０年８月２５日～平成３０年９月２８日）

月日 曜日 主な会議・行事等 開催場所 予定人数

9月3日 月 中学校　２学期給食開始 －

9月4日 火 小学校　２学期給食開始 －

9月5日 水 献立会議（ＰＴＡ） 給食センター ８

9月5日 水 献立会議（給食担当者） 給食センター ８

9月27日 木 二宮小学校２年生施設見学 給食センター １１０

学校給食センター



生涯学習・スポーツ班

月／日 曜日 会 議 ・ 行 事 等 開 催 場 所 定員 参加人数

7/27 金 子どもチャレンジ教室『これで君も車博士！』 いすゞプラザ 20人 9人

7/28
8/4,11,

18
土

子どもチャレンジ教室『めざそう！天才棋士』全4回
 ※台風の為7/28は中止で全3回となりました。

ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ１

20人 16人

7/29 日 第２回バウンスボール大会（スポーツ推進委員主催） 二宮町立体育館 -
選手121人

スタッフ25人

7/29～
7/31

日～
火

平成30年度洋上体験研修 新島 10人 9人

8/1 土
夏季愛のパトロール
(環境浄化推進委員、民生委員、PTA、保護者、教職員）

町内各地 7人 6人

8/3 金 子どもチャレンジ教室『ストーンアート』
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ1

20人 21人

8/9 木 第２回青少年健全育成事業『中学生サミット』 二宮西中学校 － 24人

8/18 土 夏季愛のパトロール（青少年指導員） 町内各地 19人 9人

放課後子ども教室サポーター打合せ
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ１

25人

子どもチャレンジ教室
　　　『宇宙エレベーターを動かしてみよう』

ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

20人

青少年指導員連絡協議会（臨時）
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ１

19人

夏季愛のパトロール
(環境浄化推進委員、PTA、保護者、教職員）

町内各地 7人

生涯学習課事業報告（平成30年7月27日～平成30年8月23日）

8/21

8/22 水

火



生涯学習・スポーツ班

月/日 曜日 主な会議・行事等 開催場所 開始時間

8/24 金
県立青少年センター共催
「プチロボで競走しよう　二宮大会」

ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

10:00

8/25 土 町民大学講座『聞いて分かりやすい古典落語』
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

13:30

8/30 木 町民体育祭抽選会及び説明会
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

19:00

8/31 金 文化祭実行委員会
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

14:00

9/6 木 体育祭主任者会議
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ１

19:00

第２回子ども会指導者・青少年指導員合同研修会
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

13:30

子どもチャレンジ教室
『発泡スチロールトレーで手織りに挑戦』

ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ1

13:30

9/9 日 三町（大磯・二宮・中井）スポーツ推進委員交流会 国府小学校 13:00

9/11 火 町民体育祭団体職域別リレー抽選会
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

19:00

9/14 金 町民体育祭監督者会議
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

19:00

9/15,16
土,
日

ジュニアリーダー養成研修（青少年指導員主催） 藤野芸術の家 8:30

9/17
月

(祝)
子どもチャレンジ教室
『竹とんぼを作って飛ばそう』

ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ1

13:30

9/21 金 放課後子ども教室（山西小①）
山西小学校

体育館
14:40

9/22 土 第２回子ども会リーダー研修会
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ2

13:30

9/27 木 第４回青少年指導員連絡協議会
ラディアン
ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ２

19:30

生涯学習課事業予定（平成30年8月24日～平成30年9月27日）

9/8 土



月日 曜日 主な会議・行事等 開催場所等 参加者数等

7/31 火 図書リサイクルコーナー 図書館 227冊

8/1 水 ブックスタート（健康づくり課と共催） 保健センター １８組

8/8 水 ちいちゃいおはなし会 図書館おはなしのへや
子ども25名
大人21名

8/9 木 体験学習：二宮中学校 図書館 ３名

8/14 木
教員社会体験受入：山西小学校（3日間）
（～１９日）

図書館 １名

8/15 水 修理ボランティア ボランティアルーム ３名２６冊

8/16 木 修理ボランティア ボランティアルーム 2名9冊

8/16 木 託児サービス ラディアン保育室 4名

8/16 木
インターンシップ受入：二宮高校（3日間）
（～１８日）

図書館 ３名

8/16 木
インターンシップ受入：神奈川大学（１０日間）
（～９月３日）

図書館 ３名

8/17 金 中学生見学・意見交換会 図書館およびマルチルーム１
中学生11名

ほか９名

8/17 金 わらべうたであそぼう（未就園児とその親） ラディアン和室
子ども12名
大人10名

8/18 土 こわーいおはなし会 図書館おはなしのへや
子ども52名
大人35名

図書館 のべ　　人／のべ
　　　時間　　分

　

月日 曜日 主な会議・行事等 開催場所等 開始時間

9/4 火 図書リサイクルコーナー 図書館 ９：３０～

9/12 水 ちいちゃいおはなし会 図書館おはなしのへや １０：００～

9/15 土 おおきいおはなし会 － 小学生から 図書館おはなしのへや １３：３０～

9/15 土 おはなし会とおりがみあそび 図書館おはなしのへや １４：００～

9/19 水 修理ボランティア ボランティアルーム １０：００～

9/20 木 修理ボランティア ボランティアルーム １０：００～

9/20 木 託児サービス ラディアン保育室 １０：００～

9/21 金 わらべうたであそぼう（未就園児とその親） ラディアン和室
①１０：００～
②１１：００～

9/23 日 雑誌リサイクルコーナー 図書館 １０：００～

生涯学習課事業予定（平成 ３０年８月２４日～平成３０年９月２７日）

図書館班

※9/25（火）～10/1（月）特別館内整理休館

※書架整理ボランティアの活動日：原則　毎週火曜日・土曜日　　９：３０～１７：００

生涯学習課事業報告（平成 ３０年７月２７日～平成３０年８月２３日）

図書館班

書架整理ボランティア　（7／27～8／　　日数　　日）



天気 外気温 水温
（幼児用プール）

３０℃

５日目

晴れのち
小雨

３４℃

１日目 平成３０年　７月２２日（日）

４日目 平成３０年　８月１２日（日）

９：００～１２：００３４℃晴れ

３日目

平成３０年　７月２９日（日） 晴れ ２８℃ ２７℃

９：００～１２：００

９：００～１２：００

天候等

町内
付添者

２日目

平成３０年　８月　５日（日） 晴れ ３５℃

回数 実施日 時間

３４．５℃

４人 ４人 １人

１人

２人

平成３０年度　町営山西プール水遊び用オムツ着用利用報告について

３２℃

町外
付添者

町外小人
（３歳未満）

１人

９：００～１２：００

１人

山西プール管理経費

町内小人
（３歳未満）

合計

６人

利用者数

２人
4,197円

（使用料３５ｍ
３
）

２人 ２人 ０人 ０人 ４人

備考
監視員経費
（おむつ増員分）

４，３２０円

４，３２０円

光熱水費経費

4,197円
（使用料３５ｍ３）

（作業内容）
・11:50利用終了
・12:00～13:00　水抜き
・13:00～14:00　塩素消毒及び清掃
・14:00～16:30　給水

１人 １人 １人 ４人 ４，３２０円
4,197円

（使用料３５ｍ
３
）

１人 １０人 ４，３２０円
4,197円

（使用料３５ｍ３）

平成３０年　８月１９日（日） 晴れ ３１℃ ２６℃ ９：００～１２：００ ０人 ０人 ２人 ２人 ４人 ４，３２０円
4,197円

（使用料３５ｍ３）

４，３２０円６日目 平成３０年　８月２６日（日） 　 　 　 ９：００～１２：００
4,197円

（使用料３５ｍ３）

９人 ９人 ５人 ５人 ２８人
２５，９２０円

25,182円
（使用料210ｍ３）

合計

町内９組 町外５組 １４組



 

       

平成 30 年度 

二 宮 町 教 育 委 員 会 
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平成 19 年 6 月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改正され、教育委員会に

おいて毎年、教育に関する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結果に関する

報告書を作成し、議会に提出するとともに公表することが義務づけられました。 

本報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 26 条の規定、及び「二宮町教育委

員会点検及び評価実施規則」に基づき作成されたものです。 

 

1  点検及び評価取り組みの趣旨 

 （１）教育委員会が管理及び執行する事業の取り組み状況について、点検及び評価を実施するこ

とにより、より効果的・効率的な教育行政の推進を図ります。 

 （２）毎年、点検及び評価を実施することで、変化する社会経済情勢への対応が的確になされ、教

育委員会の施策の立案及び進行管理、事業の見直し等に活用します。 

 （３）報告書を議会へ提出し、町民へ公表することにより、町民への説明責任を果たし、町民との

信頼関係が保たれます。 

 

2  点検及び評価の対象事業 

   平成 29 年度の事業を対象とし、大きく次の 2 区分とします。 

① 教育委員会議、学校訪問、研修及びその他教育委員が直接関与している事業の活動状況

を「教育委員会の活動状況」とします。 

② 教育委員会が管理及び執行している事務事業並びに教育長に委任している事務のうち重

点施策及び主たる取り組みを「教育委員会における主要事務の管理及び執行状況」とし

ます。 

 

3  点検及び評価の方法 

 （１）教育委員会による点検及び評価 

    対象となる事業の取り組み状況、成果、今後の改善点等をまとめます。 

 （２）外部による点検及び評価についての意見 

    外部から見た検証・意見等を報告書の内容全般についてまとめます。 

      

4  点検及び評価結果の公表等 

    点検評価終了後、その結果を取りまとめた報告書を二宮町議会に提出するとともに、報告

書を町民へ公表します。 

 

      

は じ め に 
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   平成 29年度二宮町教育委員会基本方針 

 

  教育は人格の形成をめざし、個性を尊重しつつ、自立した人間を育て、幸福な生涯

を実現させる上で不可欠なものです。社会が急速に変化する今日、将来を担う子どもた

ちには、今まで以上に他と協調しながら自ら考え生涯を切り拓いていく生きる力が求め

られています。 

 このような背景の中、平成 27 年 10 月に策定した『二宮町教育大綱』を柱に、「町民

一人ひとりの「まちづくりの力」、「地域の力」を活かした「共に学び共に育つ教育」」

を推進するため、児童生徒の生きる力を育むとともに、それを取り巻く教育環境の整備、

生涯にわたる学習への支援などに取り組んでいます。 

 特に、教育大綱にもとづき検討をスタートさせた将来に向けた教育環境づくりについ

ては、学習指導要領の改訂をはじめ、今後予想される様々な変革に対応できる学校をめ

ざし、「地域とともにある学校」として早い時期に一定の方向性を示すために、検討、

準備を本格化させます。 

また、生涯にわたり学習することのできる環境の整備と学習機会の提供をめざし、町

民が主人公となる生涯学習事業を推進していきます。 

 なお、施策の推進にあたっては、二宮町総合戦略及び第５次二宮町総合計画中期基本

計画と連携して取り組みます。 

 

今年度の重点施策 

１ 児童生徒の「生きる力」の育成 

（１）自ら学ぶ力を養うための教育の推進 

①言語活動の充実を基盤とした学び合いの促進 

②コミュニケーション能力の育成 

（２）地域社会とともに生きる力の育成 

①児童生徒の地域活動への参加促進 

②体験活動の充実 

２ すべての児童生徒が安心して学べる教育環境の整備 

（１）支援が必要な児童生徒への対応の充実 

①いじめ、不登校、ひきこもり等に対する体制の強化 

②支援教育の充実 

（２）教職員の指導力の向上 

    ①「二宮町学びづくり推進研究事業」の推進 

   ②教育研究所における研修ならびに調査研究の充実 

３ 将来に向けた特色ある学校づくりの推進 

①コミュニティ・スクール導入に向けた環境づくり 

②小中一貫教育導入についての検討 

 ４ 児童生徒の学習環境の整備 
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   ①学校における教室環境の整備 

５ 地域文化の向上 

（１）文化芸術の振興 

   ①二宮の自然・歴史・文化に触れられる機会の提供 

   ②地域資料・行政資料の収集・保存 

 （２）図書館の充実 

   ①子育て支援の推進 

   ②図書館資料の充実 

   ③図書館サービスの充実 

６ 社会教育施設の適切な運営 

（１）ラディアンの適切な運営 

（２）図書館の運営体制およびサービスの見直し 

７ 地域に向けた情報発信の強化 

①二宮町ホームページや広報誌の積極的な活用 

 

１ 学校教育 

すべての教育活動を通して、児童生徒が人権尊重の意識を高め、自分の大切さととも

に他の人の大切さを認めることができるようになり、安心して楽しく学ぶことのできる

学校づくりを進めます。 

このような人権教育の推進を基盤に「教育環境のさらなる充実」、「生きる力の育成」

を基本とし、各学校では「子どもたちの育つ力」、「家庭･学校･地域の育む力」、「行政の

支える力」をあわせ、自ら学び自己実現をめざす児童生徒の育成に努めます。 

１ 児童生徒の「生きる力」の育成  

（１）自ら学ぶ力を養うための教育の推進 

 ① 各教科における言語活動の充実を基盤とした学び合いの促進 

・自ら学び、確かな学力をつけるために、これまで培ってきた各教科における言

語活動の工夫を柱として学び合いを重視した授業改善が図られるよう努めます。               

（重点施策 1-(1)-①） 

② コミュニケーション能力の育成 

・特に小学校外国語活動・中学校英語科においては、小中一貫教育の教育課程作

成や ALT(外国語指導助手)の活用等を通じて、異文化理解を図り、コミュニケ

ーション能力の育成に努めます。                                     

（重点施策 1-(1)-②） 

・小学校に中学校英語科教員を派遣して、小学校教員の英語指導力の向上を図り

ます。 

③  道徳教育ならびに特別活動の充実 

  ・道徳の時間においては、生命の尊重、思いやり、規範意識など豊かな人間性を
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育むための、道徳的な心情、判断力、実践意欲と態度等を育てるとともに、特

別活動との連携による自主的、実践的な力の育成に努めます。 

④  学校体育の充実 

   ・生涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育み、健康の保持増進と体力の向上 

を図ります。 

（２）地域社会とともに「生きる力」の育成 

  ① 郷土愛の育成 

・地域の行事への積極的な参加を促し郷土を愛する気持ちを育てます。 

・学習活動に地域教材を活用し、地域について学ぶ教育を進めます。 

（重点施策 1-(2)-①） 

  ② 地域における児童生徒の活動の促進 

・学習協力者、体育・文化活動指導員等の地域教育力による支援を推進します。 

・総合的な学習の時間、ボランティア活動、職場体験など、体験学習を生かした

教育を推進します。                （重点施策 1-(2)-②） 

  ③ キャリア教育の充実 

   ・キャリア教育の充実を図り、発達段階に応じ、児童生徒一人ひとりが自己の将

来の生き方や進路を主体的に選択できる能力・態度の育成に努めます。また、

児童生徒が発達段階に応じた勤労観、職業観を身に付け、社会に貢献できる力

を育てます。 

 

２ すべての児童生徒が安心して学べる教育環境の整備  

（１）支援が必要な児童生徒への対応の充実 

① いじめ、不登校、ひきこもり、暴力行為等への対応強化 

・いじめ、不登校、暴力行為などの問題行動の未然防止・早期発見・早期解決に

向けて、各校の児童生徒指導体制を見直し、児童生徒理解を着実に進めるとと

もに、児童生徒指導担当、教育相談コーディネーター、スクールカウンセラー、

スクールソーシャルワーカー、教育支援室等の相談支援体制の充実を図ります。 

・「二宮町いじめ防止基本方針」に基づき、二宮町におけるいじめ対策の総合的か

つ効果的な推進を図ります。                           

・各校のいじめ防止基本方針について随時見直しを図り、その有効な活用を目指

します。また、いじめ防止に関して児童生徒が積極的に関わる取り組みを進め

ます。                      （重点施策 2-(1)-①） 

  ② 支援教育の充実                    

・学校、家庭、関係機関等の連携のもとに支援体制を整え、個々の教育的ニーズ

を的確に把握し、その持てる能力､個性を伸ばす教育を進めます。 

・小・中学校へ支援教育補助員を派遣します。外国籍等児童生徒への日本語指導、

ことばの教室(そにっく)等、きめ細かな指導を進めます。  

   （重点施策 2-(1)-②） 
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（２）教職員の指導力の向上 

① 「二宮町学びづくり推進研究事業」の推進 

・基礎的･基本的な知識・技能の確実な習得とともに、これらを活用して課題解決

するために必要な思考力･判断力･表現力等を育む授業づくりに努めます。 

・児童生徒の学力向上を目指して、校内研究のさらなる充実を図り、授業改善に

努めます。 

・小中一貫カリキュラムの作成など校種を越えて互いに学び合う教員集団の育成

に努めます。                   （重点施策 2-(2)-①） 

  ② 二宮町教育研究所の充実 

  ・学校教育に関する調査研究や各種教職員研修を実施し、教職員の資質向上、指

導力向上を図ります。 

   ・教育研究所に配置している教育支援室専任教諭や心理教育相談員により、支援

を必要とする児童生徒やその保護者、関係教職員に対する教育相談等を行いま

す。 

   ・教育研究所内の教育支援室（やまびこ）においては、不登校児童生徒への学習

支援や生活支援をより一層進めます。        （重点施策 2-(2)-②） 

 

３ 将来に向けた特色ある学校づくりの促進  

（１） コミュニティ・スクール導入に向けた環境づくり 

   「地域とともにある学校」をめざすための手法のひとつとして、学校運営や学

校の課題に対して、広く保護者や地域住民が参画できる「コミュニティ・スク

ール」の導入に向け、準備を進めていきます。 

（重点施策 3-①） 

（２） 「にのみや子どもはぐくみ塾」の開催 

   教員と保護者、地域住民が共に学び合う「にのみや子どもはぐくみ塾」を開催

し、授業の充実を図るとともに、二宮町の教育について共通理解を深め、今後

のコミュニティ・スクール導入の基盤づくりを進めます。 

 

（３） 小中一貫教育導入についての検討 

   児童生徒数の減少や多様化する児童生徒に関する課題に対応すべく、教育環境

の充実、学力・学習意欲の向上、不登校やいじめの解消などが期待できる小中

一貫教育を導入することについて、研究を進めます。      

（重点施策 3-②） 

 

４ 児童生徒の学習環境の整備 

①  学校における教室環境の整備 

     ・各小中学校の特別教室に空調機（エアコン）を設置し、児童生徒のより良い学 

習環境の整備を図ります。               （重点施策 4-①） 
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 ５ その他、学校教育における取り組み 

① 安全教育 

・「二宮町教育委員会学校防災方針」に基づき、各学校において「防災マニュアル」

を適切に運用し、児童生徒の安全確保に努めます。 

・「二宮町児童生徒安全対策協議会」等を通し、地域や関係機関と連携した安全体

制を推進します。 

・「二宮町通学路交通安全プログラム」に基づき、関係機関が連携して、児童生徒

が安全に通学できるように、通学路の安全確保を図ります。 

② 情報教育 

・高度情報化社会に生きる児童生徒の情報活用能力と情報社会に参画する態度の

育成に努めます。 

・教職員が、情報機器や学校間ネットワークを活用することにより、校務の効率

化や学校間の情報交換・情報共有、安全な情報管理を図ります。また、授業の

中での ICT（情報通信技術）活用を促進し、分かりやすい授業、授業力の向上を

目指します。 

・SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）によるトラブルやネット依存など

情報化社会の進展に伴う新たな課題に対応するため、携帯電話・インターネッ

トに関する安全・安心教室の開催や、家庭への啓発活動の促進等により、情報

モラル教育の充実に努めます。 

③ 読書指導 

・児童生徒の読書活動が活性化するよう、コンピューターによる貸し出しシステ

ムを活用したりするなど、学校図書館の充実を図ります。 

・学校図書館指導員を配置し、教育活動の中に読書の時間を取り入れるなど、読

書習慣がつくよう指導します。 

④ 「幼・保・小」、「小・中」の連続性を大切にした指導 

・「幼･保･小連携推進委員会」、「幼・保・小交流会」の充実を図り、学びや育ちの

連続性を大切にした、幼児教育から学校教育への円滑な接続を図ります。 

⑤ 学校給食センターにおける取り組み 

・栄養バランスのとれた、心のこもった手作りの給食を通して、児童生徒が食の

大切さを学ぶ食育の充実を図ります。 

・子どもたちが地域の産業や農産物を身近に感じ、興味・関心が高まるよう、地

産地消を推進していきます。 

 

 ６ 地域に向けた情報発信の強化 

・二宮町ホームページや広報誌、各校の学校だより等を通じて、学校行事や特色

ある取り組み、校内研究など日々の実践について情報を発信し、地域と共にあ

る開かれた学校づくりに努めます。           （重点施策 7-①） 
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２ 社会教育 

豊かで活力ある社会を築いていくために、「町民一人ひとりが、生涯いつでもどこで

も自由に学習することができ、その成果が適切に評価されるような社会」すなわち、生

涯学習社会の実現を目指します。 

各種講座や研修会等による学習機会の提供や、ホームページや広報誌等による学習情

報の発信を通じ、学習者自身の学びにとどまらず、地域活動やボランティア活動等に、

学んだ成果を還元できる人材づくりを目指します。 

現在、都市化、核家族化、少子化の進行など、親や子どもを取り巻く社会の変化の中

で、地域や家庭の教育力の低下が課題となっています。そのため、町民の発達段階に応

じた社会教育を推進し、豊かな人間形成を図ります。 

また、インターネット利用に伴う犯罪被害の増加、児童虐待、薬物依存の低年齢化な

ど新たな課題については、学校や地域社会と連携しながら取り組んでいきます。 

町民が心豊かで潤いのある日々を送るために、日常生活の中で、文化芸術を生活の一

部として享受できるよう支援します。町民や文化団体が、自主的、主体的に活動を継続

できるよう、また地域文化の継承、発展のために取り組んでいきます。 

図書館においては、「二宮町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、子どもの年齢

に合わせた行事や子育て支援関連事業を推進していきます。また、図書館基金を活用し

た図書館資料の購入、こどものほんコーナーへの図書の相談員の配置など、図書館資料

やサービスの充実を図ります。 

運動･スポーツでは、心身の健全な発達を促し、地域に明るく潤いに満ちた連帯感を

醸成し、活力に満ちた「二宮町」を創り出すため、子どもから大人まですべての町民が

「暮らしの中のスポーツ」を実践することができるよう生涯スポーツの普及振興に努め

ます。また、運動施設の利用促進、各種スポーツ･レクリエーション等への参加促進、

スポーツ教室・大会等の開催を通じて、町民相互の親睦と健康増進に努めます。 

 

１ 地域文化の向上  

（１） 文化芸術の振興 

① 二宮の自然・歴史・文化に触れられる機会の提供 

・町指定文化財や、貴重な資料などの保存に努めるとともに、「にのみや町民大学

講座」等を通じて二宮の自然や歴史に触れられる機会を提供し、二宮町の魅力

発信を行います。                 (重点施策 5-(1)-①) 

・「湘南二宮バーチャル郷土館」の内容をより一層充実します。 

   ・「文化祭」「ピアノマラソンコンサート」など町民の日頃の文化活動の成果発表

の場の提供を行います。 

・「ふたみ記念館」では、町出身の画家二見利節の絵画について、保存・展示に   

努めるとともに、展示ギャラリーの貸し出しを行うことで、施設の有効活用と
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地域に根ざした美術館を目指します。 

・町内の祭囃子や伝統芸能の成果発表である「民俗芸能のつどい」の開催や民俗

芸能保存会連絡協議会加盟の 15団体への支援を通じ、郷土に伝わる伝統芸能の

保存に努め、郷土愛を育みます。               

② 地域資料・行政資料の収集・保存 

・図書館において、二宮に関する資料や行政資料を収集・保存し、町に関

 する情報を町民がいつでも閲覧できるように整備します。「二宮ゆかりの人物ガ

イドブック」の増補改訂版の作成や、展示に力を入れ、二宮の歴史に触れる機会

を提供します。                           （重点施策 5-(1)-②） 

③  学習機会の整備 

・生涯学習情報誌「身近な余暇ガイド」の情報収集・更新を行い、学習相談に応

えるとともに、「町民大学サポーター制度」の周知・活用を図ります。 

・生涯学習ボランティアが企画運営する「にのみや町民大学講座」を実施し、町 

民による町民のための町民大学を推進します。 

・「にのみや町民大学講座」終了後も学習者が継続して学習できるよう、サークル

化に向けた支援を行います。 

 

（２） 図書館の充実 

  ① 子育て支援の推進 

・「ブックスタート事業」（子ども育成課共催）を継続実施します。「あかちゃんが

はじめてであう絵本」を配布し図書館利用の促進を図るとともに、子育てに関す

る図書を集めた「子育て関連図書コーナー」や子育て情報を集積した「子育て情

報コーナー」の充実を図ります。     

 （重点施策 5-(2)-①） 

・子どもの年齢に合わせた行事や子育て支援関連事業を開催します。 

② 図書館資料の充実 

・図書館基金を充当し、図書資料の充実を図ります。 

  (重点施策 5-(2)-②） 

③ 図書館サービスの充実 

・町の文化・情報の発信拠点として、「広報にのみや」、「ホームページ」を活用し

たり、「図書館だより」を定期的に発行することにより、図書館活動のＰＲや利

用促進を図ります。 

・小・中学校と連携し、読書の推進をしていきます。町立小・中学校図書館担当

者と情報交換を行います。また、図書館利用を促進するため、小・中学校へ図

書館利用、見学の実施を呼びかけます。 

・夏休み前に「小・中学生にすすめたい本」リストを作成・配布します。 

・28 年度に引き続き、ティーンズコーナーの充実を図り、中高生の居場所として

のコーナーづくりに努めます。 

・学校の夏季休暇期間など、調べ学習での利用が多くなる時期に「こどものほん

コーナー」に図書の相談員を配置し、児童生徒の調べ学習の支援、読書相談を
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行います。夏季以外にも相談員の配置日を設け、年間を通じて児童および親子

への本の相談にも対応します。 

（重点施策 5-(2)-③） 

・「インターネットの蔵書検索システム」、「県内図書館の相互貸借システム」を活

用し、予約・リクエスト等資料の迅速な提供に努めます。 

・所蔵資料がさらに活用されるよう、書庫の本の紹介や時事に沿った展示コーナ

ーで積極的に資料の紹介を行います。また、蔵書管理の徹底を図ります。 

   ・健康・医療関連図書コーナーに書架を増設し、コーナーの充実を図ります。 

・町民のボランティア参加により、図書館運営及びサービスの向上を目指すと同

時に図書館運営への理解を深めてもらいます。 

（録音図書ボランティア、修理ボランティア、書架整理ボランティア） 

   ・協力団体と共催講座を開催し、町民の図書館利用へのきっかけを作り、    

利用促進を図ります。 

 

（３） 社会教育の推進 

① 人権教育の推進 

・様々な人権問題に対し、人権意識を育むために人権教育研修会等を開催し啓発

を行います。 

②社会全体による子育て 

  ・子どもの居場所づくりとして、平日の放課後に学校施設を利用し「放課後子ど

も教室」事業を実施します。                  

・ものづくりや科学実験等の体験活動の場として、「子どもチャレンジ教室」を実

施します。 

⑤  青少年の健全育成 

・青少年指導員連絡協議会、PTA連絡協議会、子ども会育成会連絡協議会との協力・

連携により、児童生徒の地域活動を促進します。また、「二宮町ジュニアリーダ

ー養成研修会」を開催し子どもたちのリーダーの養成を行います。 

・子どもたちの安全・安心のために、PTA 連絡協議会が行う「こども SOSのいえ」

を推進します。 

・「子ども野外研修」、「中学生交流洋上体験研修」、「青少年交流キャンプ」などを

実施し、広い視野を持った青少年を育成します。 

・青少年環境浄化推進員との連携により、「青少年の健全育成キャンペーン」、「有

害図書の区分陳列の調査」を実施し、青少年の社会環境浄化に努めます。 

⑥  社会教育関係団体との連携 

・民俗芸能保存会連絡協議会、文化団体連盟等の社会教育関係団体との連携を密

にし、共催事業の実施、研修会の開催など活動の支援を行います。 

⑤ 町民参加による大会の実施 

・地区や団体等の参加による「町内一周継走大会」を実施し、地域住民と青少年

の交流親睦を図ります。 

・スポーツ推進委員連絡協議会主催の「バウンスボール」など町民が主体となっ
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たスポーツ事業の支援を行います。 

  ・多くの町民が参加できる「二宮町体育祭」を開催し、町民へのスポーツ・レク

リエーションの普及を図ると共に、地域の人たちのスポーツを通したふれあい

による地域住民同士の連帯感を醸成します。 

⑥暮らしの中の運動・スポーツの推進 

・「にのみやウォーキング･ジョギングガイド」を活用し、運動・スポーツの習慣

をつける環境づくりを推進します。 

・「３０３３運動」（1日 30分、週３回、３ヶ月間）の推進に努めます。 

・「県民スポーツ週間」には施設の無料開放をするなど、暮らしに運動やスポーツ

を取り入れる機会を確保します。 

 

２ 社会教育施設の適切な運営  

（１） ラディアンの適切な運営 

・町民の学習・文化活動の拠点として、ラディアンの適切な施設運営を行います。                  

（重点施策 6-(1)） 

 

（２） 図書館の運営体制およびサービスの見直し 

・図書館の運営体制およびサービスの見直しを行ない、効率的な運営に努めます。                   

（重点施策 6-(2)） 

 

（３） 体育施設の適切な運営 

・体育施設の効率的な施設運営や整備を行い、町民の主体的なスポーツ活動の場

の提供を行います。 

 

３ 地域に向けた情報発信の強化  

（１） 二宮町ホームページや広報誌の積極的な活用 

・町民が等しく生涯学習の機会を得られるよう、二宮町ホームページや広報誌等 

を通じて、また、社会教育関係団体、社会教育施設利用者等、人と人とのネット

ワークを通じて、学習・文化、スポーツ等の情報を積極的に発信していきます。             

（重点施策 7-(1)） 
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二宮町教育委員会は、教育長及び 4 名の教育委員で構成され、教育委員会議において教育に関する

規則の制定や重要な事項を審議決定しています。 

 

二宮町教育委員会（平成 30 年 3 月 31 日現在） 

職 名 委員名 任 期 

教育長 府川
ふ か わ

 陽一
よういち

 
平成 27 年 4 月 1 日 ～ 平成 30 年 3 月 31 日 

再任：平成 30 年 4 月 1 日 ～ 平成 33 年 3 月 31 日 

教育長 

職務代理者 
吉田
よ し だ

 美
み

佳子
か こ

 平成 26 年 10 月  1 日 ～ 平成 30 年 9 月 30 日 

委 員 原
はら

 道子
み ち こ

 平成 27 年 10 月  1 日 ～ 平成 31 年 9 月 30 日 

委 員 岡野
お か の

 敏彦
としひこ

 平成 28 年 10 月  1 日 ～ 平成 32 年 9 月 30 日 

委 員 山内
やまのうち

 みどり 平成 29 年 12 月 23 日 ～ 平成 33 年 12 月 22 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会について 
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第 1章 教育委員会の活動状況について 

 

1  教育委員会議の運営状況（平成 29 年度） 

開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 29 年 

4 月 22 日 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町立一色小学校コミュニティ・スクール準備

委員会設置要綱の一部を改正する要綱について 

・県市町村教育委員連合会総会報告について 

・第 1回「にのみや 子ども はぐくみ塾」開催状況

報告について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

バウンスボールは町が主催していたソフトバレ

ーボール大会の代わりに、スポーツ推進委員が主催

して行う大会ということですが、今後どのように運

営するのでしょうか。地域の大人と中学生が交流で

きるとてもいい機会でしたので、募集の仕方を工夫

していただきたいです。 

 

 

 

＜傍聴 2 名＞ 

 

（回答事項） 

バウンスボールはやわら

かくけがをしにくいボール

を使いますので、広く大人

にも子どもにも参加しても

らおうと、各地区のスポー

ツ推進委員などを通じて呼

びかけを行いました。また、

中学生には学校を通じて募

集をかける予定です。 

平成 29 年 

5 月 19 日 

 

＜付議事項＞ 

・平成 30年度二宮町立小学校及び中学校で使用す 

る教科用図書の採択方針について 

・平成 29 年度二宮町一般会計補正予算（案）につ

いて【非公開】 

＜報告・協議事項＞ 

・平成 29年度小・中学校学級編制及び児童生徒数 

について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

初任者研修について、初任者の先生達の意見を聞

くような機会は設けているのでしょうか。また、悩

みや困っていることなどはあるのでしょうか。 

 

原案可決 

 

原案可決 

＜傍聴 2 名＞ 

 

（回答事項） 

初任者研修会の最後に情

報交換を行っていますし、

学校に行った時などに話を

聞くなどの対応を行ってい

ます。テストの作り方や、

保護者対応についてアドバ

イスを求められました。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 29 年 

6 月 30 日 

 

＜報告・協議事項＞ 

・平成 29 年度二宮育英会奨学生の選考結果等につ

いて【非公開】 

・平成 28 年度学校給食費会計報告について 

・予備費の充用について 

・町営山西プール水遊び用おむつ着用利用日の設

定について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

働き方改革についてですが、実際の先生方の勤

務状況はどうなのでしょうか。 

 

 

＜傍聴 2 名＞ 

 

（回答事項） 

小学校は午後 8 時ぐらい

が多く、中学校は遅い日は、

午後 11 時まで残っている先

生がいるようです。極端に夜

遅い先生がいる学校に話を

聞くようにしています。健康

管理の為にも、働き方改革に

取り組んでいきたいと思い

ます。 

平成 29 年 

7 月 29 日 

 

＜付議事項＞ 

・平成 30 年度小学校使用教科用図書採択について 

・平成 30 年度中学校使用教科用図書採択について 

・平成 30 年度小・中学校使用学校教育法附則第 9

条による教科用図書採択について 

 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町小中一貫教育校導入検討会設置要綱につ

いて 

・ガラスのうさぎ像平和と友情のつどいについて 

・第 1 回「にのみや子どもはぐくみ塾」開催状況

報告について 

 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

国のいじめ対策の基本方針が改訂になったとい

うことで、町ではどのように改訂を進めていくの

か、予定と内容を教えてください。 

 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

 

＜傍聴 12 名＞ 

 

（回答事項） 

今現在は、県が改訂を進め

ているところです。各市町村

等に意見を求めているとこ

ろで、秋頃にまとめる予定と

いうことですので、それを受

けて来年度ぐらいをめどに

改訂を行いたいと考えてい

ます。県の改訂内容を踏まえ

て行いたいと思います。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 29 年 

8 月 25 日 

 

＜付議事項＞ 

・平成29年度二宮町一般会計補正予算（案）につい 

て【非公開】  

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町立小学校及び中学校等防犯カメラ運用要綱

の制定について 

・二宮町教育委員会点検及び評価実施要領の一部を

改める要領について 

・二宮町教育委員会点検及び評価報告書(案)につい

て 

・第 3回「にのみや子どもはぐくみ塾」開催状況報

告について 

・教育支援室教育相談活動について【非公開】 

・二宮町体育祭について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

8 月 5 日は戦争について忘れてはいけない、伝え

なければいけない日です。学校でもまずは教員が平

和教育の重要性について認識していく必要があり

ます。 

 

原案可決 

 

＜傍聴 3 名＞ 

 

（回答事項） 

教員の意識を具体的に

どう高めていくかという

のも課題だと思いますの

で、工夫をしていきたいと

思います。 

平成 29 年 

9 月 29 日 

 

＜報告・協議事項＞ 

・平成29年度二宮町教育委員会点検及び評価報告書 

（案）について 

・第 4回「にのみや子どもはぐくみ塾」開催状況報

告について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

道徳の評価についてですが、小学校 3校で共通の

ものになるのでしょうか。 

 

 

＜傍聴 3 名＞ 

 

（回答事項） 

道徳の通知表について

は、各校バラバラではなく、

指導要録との整合性も考え

て、昨年度から校長会で話

し合いを行っています。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 29 年 

10月 27日 

 

 

＜付議事項＞ 

・平成 29 年度二宮町教育委員会点検及び評価報告書

（案）について 

・平成 30 年度二宮町公立学校教職員人事異動方針

（案）について 

＜報告・協議事項＞ 

・平成 30 年度二宮町教育委員会当初予算要求につい 

て 

・平成 29 年度第 5 回「にのみや 子ども はぐくみ塾」 

開催状況報告について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

ガラスのうさぎと平和と友情のつどいについてで

すが、毎年 8 月 5 日を登校日にするという考えはす

ごくいいことだと思います。登校日とするなら、ラデ

ィアンで行われる行事への参加体制はどのようにす

るのでしょうか。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

 

＜傍聴 0 名＞ 

 

（回答事項） 

まずは、二宮町内の小学

校の 6 年生を集められたら

と思います。一色小学校や

山西小学校からはラディア

ンが遠いので、交通手段の

検討が必要と考えていま

す。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 29 年 

11月22日 

 

＜付議事項＞ 

・平成29年度二宮町教育委員会表彰被表彰者の選考に 

ついて【非公開】 

・平成29年度二宮町一般会計補正予算（案）について 

 【非公開】 

 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町・町内一周継走大会について 

・平成 29 年度神奈川県市長村教育委員会連合会研修 

会の結果報告について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

放課後こども教室についてですが、今年度は１年に

3 回のみの開催ということですがこれまでに出たいろ

いろな意見をふまえ、町としては今後どのようにして

いくのでしょうか。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

 

 

＜傍聴１名＞ 

 

（回答事項） 

予算的には国、県、町が

3分の１ずつという補助金

の割合になっています。放

課後子ども教室自体は、こ

れで 4年目になりました。

今後、コミュニティ・スク

ールで行うのかどうかは、

学校運営協議会で話し合

いを行うことになります。

補助金自体の金額の拡大

は出来なくても、放課後子

ども教室は学校運営協議

会主体にして活動を拡大

していきたいと考えてい

ます。 

平成 29 年 

12月 22日 

 

 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町児童生徒就学援助費交付要綱の制定について 

・コミュニティ・スクールフォーラムについて 

・新春のつどい、自治功労、教育委員会表彰式につい

て 

・平成２９年度第６回「にのみや 子ども はぐくみ塾」

開催状況報告について 

 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

議会報告の中で、統廃合の計画を平成 31 年度中に

たてるということですが、現在はどのぐらいまで進ん

でいるのでしょうか。 

 

 

 

 

＜傍聴 0 名＞ 

 

（回答事項） 

学校の統廃合について

は、小中学校の校長先生と

事務局で毎月話し合いを行

っています。平成 30 年度後

半に外部との有識者会議を

行う予定でしたが、少し計

画を早めて 30 年度の前半

ぐらいから検討を始めま

す。 
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審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 30 年 

1 月 26 日 

 

＜報告・協議事項＞ 

・平成30年度二宮町教育委員会基本方針（素案）につ

いて 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

働き方改革とも関連しますが、学ぶことが増えるな

かで、企業の力、例えば民間企業の出張授業などをう

まく使っていくことも必要になると思います。そのよ

うなことも視野に入れていくといいと思います。 

 

原案可決 

 

 

 

 

＜傍聴 1 名＞ 

 

（回答事項） 

コミュニティ・スクー

ルの事業に一環として、

企業の力も含めてゲスト

ティーチャーという仕組

みを模索していけたらい

いと思います。 

平成 30 年 

2 月 16 日 

 

 

＜付議事項＞ 

・平成 29 年度二宮町一般会計補正予算（案）につい

て【非公開】 

・平成 30年度二宮町予算（案）について【非公開】 

・平成 30 年度二宮町教育委員会基本方針（案）につ

いて 

・二宮町生涯学習センターの設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例（案）について【非公開】 

・二宮町体育施設の設置、管理等に関する条例の一部

を改正する条例（案）について【非公開】 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町いじめ防止基本方針の改定について（素案） 

・教職員の働き方改革について 

・コミュニティ・スクールフォーラムについて 

・平成 29 年度第 7 回「にのみや 子ども はぐくみ塾」

開催状況報告について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

部活動の休養日については、働き方改革のために、

部活の時間が奪われてしまうと思われてしまわないよ

うに、子どもたちの安全確保のためにも必要であると

いうことを、きちんと保護者に周知することが必要だ

と思います。また、土日が暇になってしまった子ども

たちの居場所の確保も考えていく必要があると思いま

す。 

 

原案可決 

 

原案可決 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

＜傍聴 0 名＞ 

 

（回答事項） 

ＰＴＡの総会などで、

教育委員会がきちんと説

明をしていく必要がある

と考えています。批判が

出ることはあると思いま

すが、コミュニティ・ス

クールや総合型スポーツ

クラブなどを活用して、

対策を考えていきたいと

思います。 
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開催日 審議された議案・主な意見・提案 議決要旨 備 考 

平成 29 年 

3 月 24 日 

 

＜付議事項＞ 

・二宮町教育委員会教育長に対する事務委任規則の一

部を改正する規則について 

・二宮町教育委員会事務局規則の一部を改正する規則

について 

・学校教育法施行細則の一部を改正する細則について 

・二宮町立小学校及び中学校の管理運営に関する規則

について 

・二宮町学校運営協議会規則の制定について 

・二宮町生涯学習センターの設置及び管理に関する条

例施行規則の一部を改正する規則について 

・二宮町体育施設の設置、管理等に関する条例施行規

則の一部を改正する規則について 

・二宮町社会教育委員条例施行規則の制定について 

・二宮町文化財保護委員の委嘱について【非公開】 

・二宮町青少年指導員の委嘱について【非公開】 

・二宮町スポーツ推進委員の委嘱について【非公開】 

・教職員等人事について【非公開】 

・教育委員会事務局職員等人事について【非公開】 

＜報告・協議事項＞ 

・二宮町いじめ防止基本方針の改定について（案） 

・教育長職務代理者の指名について 

・各種委員会委員等の選任について 

・平成30年度教科用図書採択について 

・教育相談・教育支援室活動の状況について【非公開】 

・辞令交付式について【非公開】 

・全国学力・学習状況調査結果について 

＜事務報告に対する主な意見・提案事項＞ 

野外活動、お疲れ様でした。有意義な事業を行って

いただいたと思いますが、参加人数が少ないのが残念

でした。今後の事業展開に期待しています。 

 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

原案可決 

 

原案可決 

原案可決 

 

原案可決 

 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

 

 

＜傍聴 0 名＞ 

 

（回答事項） 

野外活動は参加率が下

がっています。親子のライ

フスタイルの変化による

ものとも思えますが、参加

しやすい、短時間での行

事・事業を検討していきた

いと考えています。 
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2  学校訪問 

＜訪問内容＞ 

① 授業参観 

② 「教育方針」「学校教育推進に伴う課題（施設の維持・危機管理・服務など）」について説明 

③ 具体的な教育活動（児童生徒指導の実情と問題点）や学校研究の特色などについての説明 

④ 質疑応答 

＜学校訪問の状況＞ 

訪問日 場 所 

平成 29 年  6 月 30 日 二宮町立一色小学校 

平成 29 年  9 月 29 日 二宮町立二宮小学校 

平成 29 年 10 月 27 日 二宮町立二宮西中学校 

平成 29 年 11 月 22 日 二宮町立二宮中学校 

平成 30 年  1 月 26 日 二宮町立山西小学校 

 

 

3  研修会 

 関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会（5 月 26 日・大和市）、神奈川県市町村教育

委員会連合会研修会（10 月 31 日・大和市）、市町村教育委員研究協議会（1 月 25 日・文部科学省）

に出席して、研鑽を積んだ。 

 

 

4  その他の活動状況 

①町の各種委員会委員への選任及び開催状況 

委員会の名称 委員名 委員会開催日 

都市計画審議会 原 道子  － 

男女共同参画プラン推進連絡会 原 道子 

平成 29 年 7 月 10 日 

平成 29 年 9 月 25 日 

平成 29 年 6 月 27 日 

学校給食センター運営委員会 吉田 美佳子 
平成 29 年 6 月 27 日 

平成 30 年 1 月 23 日 

二宮育英会 原 道子 平成 29 年 5 月 26 日 

子ども野外研修実行委員会 岡野 敏彦 

平成 29 年 4 月 12 日、6 月 14 日、7 月 6 日、 

8 月 30 日、10 月 25 日、平成 30 年 2 月 2 日、 

3 月 28 日 
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②小・中学校や教育委員会関係行事への参加状況  

開催日 行事名 

平成 29 年 4 月 3 日 教職員辞令交付式 

      4 月 5 日 小・中学校入学式 

5 月 19 日 第 1 回総合教育会議 

5 月 13 日 体育祭（二宮西中学校） 

5 月 20 日 体育祭（二宮中学校） 

5 月 26 日 関東甲信越静市町村教育委員連合会総会 

6 月  3 日 運動会（二宮小学校） 

6 月  3 日 運動会（一色小学校） 

        8 月 18 日 第 2 回総合教育会議 

     10 月 1 日 二宮町体育祭 

     10 月 9 日 運動会（山西小学校） 

     10 月 14 日 文化祭（二宮中学校、二宮西中学校） 

     10 月 22 日 二宮町民俗芸能のつどい 

     12 月 10 日 二宮町町内一周継走大会 

平成 30 年 1 月  5 日 教育委員会表彰・教育長表彰式（二宮町新春のつどい） 

      1 月  8 日 成人祝賀会 

     2月16日 第 3 回総合教育会議 

      3 月  9 日 中学校卒業式 

      3 月 20 日 小学校卒業式 

      3 月 30 日 教職員等転退職者辞令交付式 

 

 

5  教育委員会議の公開 

 二宮町教育委員会議規則第 16 条に基づき、会議は教育長の許可を得て傍聴することができるとし

ている。 

 平成 29 年度は、26 名の傍聴人があった。 

 

 

6  教育委員会の活動状況 点検評価 

 ※「別紙１ 教育委員会の活動状況 点検評価シート」に記載（次ページ以降） 



21 

 

 

別紙１ 教育委員会の活動状況 点検評価シート 

 

項目 
前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

 

教育委員会議の実施状況 

 

１ 開催回数 12回 

定例会  12回  

臨時会   0回 

 

２ 議案件数 24件 

 

３ 請願件数  0件 

 

４ 選挙       0件  

 

５ 傍聴   27名 

 

１ 開催回数 12回 

定例会  12回  

臨時会   0回 

 

２ 議案件数 27件 

 

３ 請願件数  0件 

 

４ 選挙       0件  

 

５ 傍聴    26名 

成果・課題 評価・所見 

平成 29 年度二宮町教育委員会基本方針を念頭

に置き、議案 27 件を審議した。また、各定例会

においては教育長報告として各所管課から実績

報告や事業予定の説明を受け、内容の確認を行

い、特に、コミュニティ・スクールや教員の働き

方改革について、活発な意見交換を行った。 

開かれた会議運営という点では、議事録ととも

に会議資料をホームページに掲載するなど、取り

組みを進めた。 

今後においても、二宮町の教育全般について、

未来を担う子どもたちのために、町民の意思を的

確に反映しつつ、執行機関としての役割を果たし

ていく。 

Ａ 

 （前年度評価：Ａ） 

教育委員会議においては、活発な意見交換を行っ

ており概ね適正に取り組んでいることからＡとし

た。 

 引き続き、教育委員会制度、法の趣旨に則り、適

切に役割を果たしていく。 
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別紙１ 教育委員会の活動状況 点検評価シート 

 

項目 
前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

 

学校訪問等の活動 

 

１ 学校訪問 

   町立小中学校 5校訪問 

 

２ 各種研修会等 

関東甲信越静市町村教育委員連合会総会 

神奈川県市長村教育委員会連合会研修会 

 

３ その他の活動 

   学校教育・生涯学習関連 

各種行事に参加   

 

  

 

 

１ 学校訪問 

   町立小中学校 5校訪問 

 

２ 各種研修会等 

関東甲信越静市町村教育委員連合会総会 

神奈川県市長村教育委員会連合会研修会 

市町村教育委員研究協議会 

 

３ その他の活動 

   学校教育・生涯学習関連 

各種行事に参加   

 

成果・課題 評価・所見 

学校訪問においては、各学校の教育方針や学

校経営の実情確認や授業参観を行い、学校教育 

の状況確認、 

また、教育委員会の諸行事に参加すること

で、教育行政全般に目を向けた幅広い視野を持

てるよう努めた。 

また、各種研修会に参加し、教育行政全般に

目を向けた幅広い視野を持てるよう研鑽を積

んでいる。 

Ｂ       

 （前年度評価：Ｂ） 

学校訪問や諸行事の参加により、教育現場の状況を

確認するとともに、各種研修会に参加することで委員

として研鑽に努めたことから評価をＢとした。 

今後についても、学校訪問及び各種行事、また、各

種研修会に参加することで教育行政全般に関する諸課

題についてさらなる改善を目指していく。 
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1  教育総務課の主な事業 

 ●学校教育の重点施策 

重点施策 頁 

１ 児童・生徒の「生

きる力」の育成 

（１）自ら学ぶ力を養う

ための教育の推進 

①言語活動の充実を基盤とした学び合いの促進 

 ②コミュニケーション能力の育成 

（２）地域社会とともに

生きる力の育成 

①児童生徒の地域活動への参加促進 

 ②体験活動の充実 

２ すべての児童・生

徒が安心して学べる

教育環境の整備 

（１）支援が必要な児

童・生徒への対応の充

実 

①いじめ、不登校、ひきこもり等に対する体制の強化 

 ②支援教育の充実 

（２）教職員の指導力

の向上 

①「二宮町学びづくり推進研究事業」の推進 

 ②教育研究所における研修ならびに調査研究の充実 

３ 将来に向けた特

色ある学校づくりの

推進 

① コミュニティ・スクール導入に向けた環境づくり 
 

② 小中一貫教育導入についての検討  
 

４ 児童生徒の学習

環境の整備 
① 学校における教室環境の整備  

７ 地域に向けた情

報発信の強化 
① 二宮町ホームページや広報誌の積極的な活用  

●学校教育のその他の事業 

・＜学校給食センターにおける取り組み＞  ・児童生徒の食育の推進 

・安全安心でおいしい給食の提供               

第 2章 教育委員会における主要事業

の執行状況 
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2  生涯学習課の主な事業 

 ●社会教育の重点施策 

重点施策 頁 

５ 地域文化の向上 

（１）文化芸術の振興 
① 二宮の自然・歴史・文化に触れられる機会の提供  

① 地域資料・行政資料の収集・保存  

（２）図書館の充実 

① 子育て支援の推進  

② 図書館資料の充実  

③  図書館サービスの充実  

６ 社会教育施設の

適切な運営 

（１）ラディアンの適切な運営  

（２）図書館の運営体制およびサービスの見直し  

７ 地域に向けた情

報発信の強化 
  ①二宮町ホームページや広報誌の積極的な活用 

 

 

●社会教育のその他の事業 

  ・＜生涯スポーツ＞ 関係施設・整備                                        
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別紙２ 教育委員会事務局の活動状況 点検評価シート（教育総務課） 

項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

１ 児童・生徒の「生 

きる力」の育成 

(１)自ら学ぶ力を養 

うための教育の推進 

①言語活動の充実を

基盤とした学び合

いの促進 

②コミュニケーショ

ン能力の育成 

 

（教育総務課 

指導班） 

① さまざまな教科においてグルー

プ活動を取り入れるなど、各校で

言語活動を意識した授業展開に

努めた。 

② 引き続き各校にＡＬＴを配置し、

英語を通じたコミュニケーショ

ン能力の育成を図った。 

ＡＬＴの年間配置日数 

・小学校3校237日 

・中学校2校126日 

英語検定奨励金 

・英検受験者数75名 

・英検受験率32.1％ 

・奨励金支給額207,200円 

①各学校において、自分の考えを伝

える場面や、相手の考えを知る場面

を意識的に設定し、授業展開の中で

言語活動を積極的に取り入れた。 

②外国語活動・英語科においては、

小中一貫教育を意識し、ＡＬＴの活

用や教員の研修等により、生きた英

語を聞かせるよう授業を展開した。 

ＡＬＴの年間配置日数 

・小学校 3校 237日 

・中学校 2校 120日 

 英語検定奨励金 

 ・英検受験者 90名 

 ・英検受験率 40.5％ 

 ・奨励金支給額 309,700円 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

9,662,000  9,471,851  9,733,000 9,634,700 

成果・課題 評価・所見 

 

①自分の考えを持つこと・伝えること、相手の

考えを聞くこと、また、相手を思いやること等

を意識した授業スタイルが定着する中、深い学

びを追求することができてきている。 

②ＡＬＴの授業では、生きた英語をきかせる場

面を意識的に多くしている。また、ＡＬＴ以外

の授業であっても、自分の気持ちを英語で表現

したくなる場面設定を意識して授業を展開し

ようと努めている。 

Ａ 

（前年度評価：Ｂ） 
  

①全国学力・学習状況調査において「授業で児童・

生徒の間でよく話し合う」と答えた児童生徒の割合

が高く（小学校 62.5％、中学校 49.6％、全校平均は

それぞれ 46.9％、38.9％）、授業の中で言語活動を充

実させることができている。 

②英語検定奨励金については、受験率が増加した。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

１ 児童・生徒の「生

きる力」の育成 

(２)地域社会ととも

に生きる力の育成 

①児童・生徒の地域活

動への参加促進 

②体験活動の充実 

 

 

（教育総務課 

指導班） 

 

①二宮西中学校では、地区と協力して

避難所開設訓練を実施し、地域活動を

体験した。 

体育・文化活動指導員 11名６団体 

学習協力者 23名 12団体 

②地域の協力を得て、各校において

福祉体験、職場体験等を実施した。ま

た、二宮小学校では、５年生が宿泊に

よる野外体験活動を行った。 

①中学生に町防災訓練などの地

域活動への参加を呼びかけた。 

②地域の協力を得て、各校におい

て福祉体験、職場体験等を実施し

た。 

小学校３校で、５年生が宿泊によ

る野外体験活動を行った。 

一色小学校では、コミュニティ・

スクール準備委員会が、見守りや校

内環境整備等について活動した。 

地域教育力推進事業では、体育・

文化活動指導員のべ 11 名５団体、

学習協力者のべ 19 名８団体に協力

いただいた。 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

1,902,000 1,840,660 1,847,000 1,576,278 

成果・課題 評価・所見 

①町行事の内容に応じて、中学生が参加する場

を設けられるよう、関係各課とも連携していく

必要がある。 

②平成 29 年度から、小学校３校で宿泊による

野外体験を実施した。30 年度も同様に実施す

る予定である。 

 

地域教育力活用事業では、地域の協力により、

各種体験活動を円滑に行うことができている。

コミュニティ・スクール導入後の取組につい

て、今までの取り組みを整理する必要がある。 

Ｂ 

（前年度評価：Ａ） 
①町防災訓練の参加の仕方等、中学生が地域活動に

参加するかたちに課題があることから、評価はＢと

した。 

 コミュニティ・スクール導入後、これまで以上に

地域と連携し、協力を得ながら児童生徒の地域活動

を促進・充実していくことが求められる。 

②各小学校の野外体験活動や地域教育力活用事業が

円滑に実施できるよう、引き続き予算確保に努める。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

２ すべての児童・生

徒が安心して学べる

教育環境の整備 

(２)教職員の指導力

の向上 

①「二宮町学びづくり 

推進研究事業」の

推進 

② 二宮町教育研究所

の充実 

 

 

（教育総務課 

指導班） 

 

①町費ＳＳＷを２名に増員し、主に 

中学校において解決が難しくなっ

ている不登校等のケースに関わって

もらった。心理教育相談員、ＳＳＷか

らの専門的な助言を得て、学校におけ

る児童生徒の支援体制を強化した。 

・町費ＳＳＷ配置時間 

のべ 98日 576時間 

②中学校にも支援教育補助員を配置

し、特別支援学級において学校生活の

支援を行った。 

・支援教育補助員人数 

5校のべ23名 

・日本語指導員人数 

4校のべ9名 

①スクールソーシャルワーカー（Ｓ

ＳＷ）２名、心理教育相談員２名を

配置し、不登校等のケースや、就学

相談等に対応している。 

・ＳＳＷ のべ 111日 569時間 

・心理教育相談員 

     のべ 132日 765時間 

 

②小中学校に支援教育補助員を配

置し、特別支援学級を中心に学校生

活の支援を行った。 

また、外国籍の児童生徒に必要に応

じて日本語指導員を派遣した。 

・支援教育補助員人数 

 ５校合計 24名 

・日本語指導員 

 ４校のべ８名 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

24,086,000 23,084,753 19,716,000 19,193,126 

成果・課題 評価・所見 

 ①援助職がそれぞれの専門性を生かしなが

ら、外部機関とも連携して児童生徒の支援にあ

たることができた。不登校児童・生徒の対応に

ついては更に支援体制を強化させたい。 

②支援教育補助員が増加され、個のニーズに沿

った支援を行うことができた。効果的な配置や

研修体制については更なる検討が必要である。 

 

Ｂ 

（前年度評価：Ｂ） 

①関係機関との連携体制が整いつつあり、それぞれの

援助職・援助機関の専門性を生かした支援を行うこと

ができるようになってきた。 

②不登校児童生徒の支援体制の充実

や支援教育補助員の研修については

継続して検討する必要がある。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

３ 将来に向けた特色

ある学校づくりの推

進 

（１）コミュニティ・

スクール導入に向け

た環境づくり 

 

（２）小中一貫教育導

入についての検討 

 

（教育総務課 

指導班） 

 

（１）県から 2/3 の事業費補助を受

け、一色小学校のコミュニティ・スク

ール指定に向けた研究を行った。一色

小学校コミュニティ・スクール準備委

員会を年４回開催し、先進事例の視

察、小学校教員やＰＴＡ、地域住民を

対象に研修会を 2回実施した。 

（２）「二宮町立小中学校に小中一

貫教育校の導入を検討するにあたっ

ての基本的な考え方」を策定し、小中

一貫教育について教育委員会におけ

る考え方、方向性を整理した。 

（１）一色小学校のコミュニティ・

スクール指定に向けた研究に引き

続き取組み、コミュニティ・スクー

ルフォーラムの開催やリーフレッ

トの作成、一色小学校コミュニテ

ィ・スクール準備委員会の 4回開催

と、広報活動や来年度の取組みにつ

いての研究を進めた。 

（２）小中一貫教育校導入検討会を

年間で 5回開催し、児童生徒数の推

移や学校の適正規模について話し

合いを進めた。 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

202,000  131,673  1,167,000 960,053 

成果・課題 評価・所見 

 （１）コミュニティ・スクールフォーラムや

準備委員会に参加者や広報のリーフレット等

を見ていただいた方には、理解を深めていただ

くことができたが、二宮町の現状や一色小学校

の取組みについては、さらなる広報活動が必要

である。 

（２）校長先生との話し合いにより、課題や現

状を共有することができたが、住民や保護者、

教職員への広報が必要である。 

Ｂ       （前年度評価：Ｂ） 

  

（１）地域とともにある学校づくりをめざし、一色

小学校に学校運営協議会制度を導入できるように準

備することができた。一方で、町民への広報につい

ては今後努力が必要である。 

（２）小中一貫校の導入についての議論は、今後有

識者や住民とともに考えていく必要がある。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

２ すべての児童・生

徒が安心して学べる

教育環境の整備 

(２)教職員の指導力

の向上 

①「二宮町学びづくり 

推進研究事業」の 

推進 

③ 二宮町教育研究所

の充実 

 

 

（教育総務課 

指導班） 

 

 ①前年度に引き続き、各校で「二宮

町学びづくり推進研究事業」による校

内研究に取り組んだ。 

・補助金支給額 

5校 400,000円 

・教職員研修会１回開催 

・学びづくり通信発行年３回 

② 前年度に引き続き教育研究所に 

非常勤の指導員を配置し、新採用や臨

時的任用等の若手教員の指導、学力学

習状況調査の分析等研究を行った。ま

た、児童生徒数の推計等、将来の学校

のあり方を考えるための基礎資料の

作成を行った。 

・研究所指導員配置日数 

14日×12か月＝168日 

①引き続き、各校で「二宮町学びづ

くり推進研究事業」による校内研究

に取り組んだ。 

・補助金支給額 

5校 400,000円 

・教職員研修会１回開催 

・学びづくり通信発行年２回 

② 前年度に引き続き教育研究所に 

非常勤の指導員を配置し、新採用や

臨時的任用等の若手教員の指導、学

力学習状況調査の分析等研究を行

った。また、児童生徒数の推計等、

将来の学校のあり方を考えるため

の基礎資料の作成を行った。 

・研究所指導員配置日数 

14日×12か月＝168日 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

2,242,000  2,159,050  2,226,000 21,884,905 

成果・課題 評価・所見 

①  二宮町学びづくり推進研究事業は３年 

目を迎えた。校種をこえて他校の授業を参

観することで、教員間の交流、小中一貫教

育の推進につながる成果も生まれている。 

平成30年度からは、特に若手教員の育成、

授業力向上に重点を置く、「二宮町教職員

授業力向上研究」として実施する。 

②  教育研究所では、経験豊富な指導員が、

若手教員に授業づくりの“技、こつ”につ

いて指導を行っている。また学力学習状況

調査の分析をし、指導の充実につなげた。 

各種データを収集し、今後の二宮町の学校のあ

り方を考えるための基礎資料の作成を進めた。 

Ａ       （前年度評価：Ａ） 

①  年間を通じて同一の講師に指導を仰ぐことが

できることから、各校の研究内容が充実した。ま

た、小中学校教員の相互理解が進んだ。 

② 教育研究所の人材育成事業により、若手教員の力

量が向上し、各校とも充実した教育活動が行われ

ている。また、様々なデータを収集し、二宮町の

今後の教育のあり方について有意義な研究を行

っている。 

以上の理由から、評価はＡとした。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

３ 将来に向けた特色

ある学校づくりの推

進 

（１）コミュニティ・

スクール導入に向け

た環境づくり 

 

（２）小中一貫教育導

入についての検討 

 

（教育総務課 

指導班） 

 

（１）県から 2/3 の事業費補助を受

け、一色小学校のコミュニティ・スク

ール指定に向けた研究を行った。一色

小学校コミュニティ・スクール準備委

員会を年４回開催し、先進事例の視

察、小学校教員やＰＴＡ、地域住民を

対象に研修会を 2回実施した。 

（２）「二宮町立小中学校に小中一

貫教育校の導入を検討するにあたっ

ての基本的な考え方」を策定し、小中

一貫教育について教育委員会におけ

る考え方、方向性を整理した。 

（１）一色小学校のコミュニティ・

スクール指定に向けた研究に引き

続き取組み、コミュニティ・スクー

ルフォーラムの開催やリーフレッ

トの作成、一色小学校コミュニテ

ィ・スクール準備委員会の 4回開催

と、広報活動や来年度の取組みにつ

いての研究を進めた。 

（２）小中一貫教育校導入検討会を

年間で 5回開催し、児童生徒数の推

移や学校の適正規模について話し

合いを進めた。 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

202,000  131,673  1,167,000 960,053 

成果・課題 評価・所見 

 （１）コミュニティ・スクールフォーラムや

準備委員会に参加者や広報のリーフレット等

を見ていただいた方には、理解を深めていただ

くことができたが、二宮町の現状や一色小学校

の取組みについては、さらなる広報活動が必要

である。 

（２）校長先生との話し合いにより、課題や現

状を共有することができたが、住民や保護者、

教職員への広報が必要である。 

Ｂ       （前年度評価：Ｂ） 

  

（１）地域とともにある学校づくりをめざし、一色

小学校に学校運営協議会制度を導入できるように準

備することができた。一方で、町民への広報につい

ては今後努力が必要である。 

（２）小中一貫校の導入についての議論は、今後有

識者や住民とともに考えていく必要がある。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

４ 児童生徒の学習環

境の整備 

 ①学校における教室

環境の整備 

 

・特別教室への 

空調設備導入 

 

（教育総務課 

教育総務班） 

 

 

平成 29 年度新規事業のため、前年度

実績等なし。 

 

特別教室への空調設備導入 

 

二宮小学校  ４階 音楽室 

一色小学校  ２階 図書室 

山西小学校  ２階 音楽室 

二宮中学校  ４階 音楽室 

二宮西中学校 ４階 音楽室 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

－ － 10,621,000 10,497,600 

成果・課題 評価・所見 

児童生徒の学習環境の改善を図るため、各校

の特別教室（音楽室または図書室）に、空調設

備を導入した。 

工事については夏休み前に終了し、授業や部

活動に活用された。 

本導入は、２か年かけて実施することから、

２か年目においても、学校と連携しながら導入

を進めたい。 

Ａ       （前年度評価： - ） 

夏の暑さ対策を目的とした本導入であったが、学校

の協力もあり、夏休み前に使用を開始することが出来

たことから、評価をＡとした。 

次年度においても、学校と連携し取り組みを進め

る。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

７ 児童生徒の学習環

境の整備 

① 二宮町ホームペ 

ージや広報誌の積極

的な活用 

 

・ 

 

（教育総務課 

教育総務班、指導班） 

 

 

平成 29 年度からの重点施策のため、

前年度実績等なし。 

 

町ホームページの活用 

 ・教育委員会議資料の掲載 

 ・各校の学校だよりの掲載 

 ・コミュニティ・スクール等の取

り組みを掲載 

 

広報誌の活用 

 ・教育委員会表彰や各種コンクー

ルなど、児童生徒の活躍を掲載 

 ・空調設備導入やコミュニティ・

スクール等の取り組みを掲載 

 ・就学援助等の各種案内を掲載 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

－ － － － 

成果・課題 評価・所見 

町ホームページへの情報掲載については、教

育委員会議の資料や、学校だよりを掲載するな

ど、積極的な活用に努めた。今後も、引き続き

学校と連携し取り組んでいく。 

広報誌については、コミュニティ・スクール

関連の記事を掲載する一方で、各種案内の周知

等、必要な情報発信が行われた。 

Ａ       （前年度評価： - ） 

町ホームページ、広報誌とも積極的に活用した情報

発信に努めたことから、評価をＡとした。 

情報発信については、児童生徒の活躍、事業のＰＲ、

各種案内、統計的情報の掲載など、内容に応じて適切

な時期に行うことが効果的であることから、引き続き

学校や広報誌担当課と連携して取り組む。 
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別紙２ 教育委員会事務局の活動状況 点検評価シート（生涯学習課） 

項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

主たる取り組み 

 

＜その他、学校教育に

おける取り組み＞ 

④ 学校給食センター

における取り組み 

・児童生徒の食育の推  

 進 

・安全安心でおいしい 

給食の提供 

 

 

（教育総務課 

教育総務班） 

 

・引き続き、町立小中学校の児童生徒

に、安心・安全でおいしい給食を提供

している。 

 

平成 28年度稼働日数 

190 日 

平成 28年度提供食数（1日あたり） 

2,174食（平成 28年 5月 1 日時点） 

栄養士学校訪問回数 13回 

 

・「学校給食センター異物混入対応に

関するガイドライン」を改訂（学校か

らの異物混入報告件数：13 件）。 

・引き続き、町立小中学校の児童生

徒に、安心・安全でおいしい給食を

提供している。 

 

平成 29年度稼働日数 

190日 

平成 29年度提供食数（1日あたり） 

2,133食（平成 29年 5月 1日時点） 

栄養士学校訪問回数 4回 

 

・「学校給食センター異物混入対応に

関するガイドライン」に基づく対応

（学校からの異物混入報告件数：21

件）。 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

75,860,000 73,115,620 77,496,000 72,255,173 

成果・課題 評価・所見 

安心・安全でおいしい給食を提供するととも

に、栄養士が学校を訪問し、児童生徒の食育に

も取り組んでいる。 

 異物混入対策については、学校から報告を受

けたものについては、その都度、混入経路（材

料、調理中、配膳後）や対応策を確認し、セン

ター内及び学校と情報共有を行っている。 

 給食施設設備についても、定期点検を実施

し、必要に応じて、修繕や更新を行うことで整

備に努めている。 

導入から７年が経過した食器類については、

微細な傷が目立ち始め、計画的な更新に取り組

む必要が生じている。 

 

Ｂ        （前年度評価：Ａ） 

安心・安全でおいしい給食を提供するため、適正に

取り組んでいる一方で、食育への取り組みや、食器を

はじめとするハードウェア面の整備に、一層取り組む

必要があることから、Ｂとした。 

異物混入対応については、給食センターや学校をは

じめ、関係者が常に異物混入に対する意識を高く持つ

よう取り組んでいく。 



34 

 

  

 

項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５地域文化の向上 

(１)文化芸術の振興 

①二宮の自然・歴史・

文化に触れられる機会

の提供 

【平成28年度】 

１．二宮町指定文化財   13件 

・有形文化財      ８件 

・天然記念物      ４件 

・無形民俗文化２財   １件 

 

 

 

 

２．にのみや町民大学 

〇一般講座    

16講座 313人（延参加人数） 

【平成29年度】 

１．二宮町指定文化財   13件 

・有形文化財      ８件 

・天然記念物      ４件 

・無形民俗文化２財   １件 

※天然記念物に指定している「タブ

の木」について、老朽化に伴う対

策を講じた。 

 

２．にのみや町民大学 

〇一般講座    

17講座 297 人（延参加人数） 

 

 

 

 

 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

3,776,000 3,748,744 2,438,000 3,801,433 

成果・課題 評価・所見 

文化財保護普及啓発については、文化財保護

事務嘱託員の配置により、専門的な対応が可能

となっている。 

にのみや町民大学については、生涯学習ボラ

ンティアに委託することにより数多くの町民

大学講座を実施しているが、町民大学のテーマ

について、方法等を検討する必要がある。 

 Ｂ 

  （前年度評価 なし ） 
文化財保護普及啓発については、今後も専門職の

配置と文化財保護委員の意見聴取を行い、適切な普

及啓発が必要である。 

にのみや町民大学については、町民による町民の

ための学習の場づくりを推進していく。 

  



35 

 

 

項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５地域文化の向上 

(１)文化芸術の振興 

②地域資料・行政資料

の収集・保存 

 

 

（生涯学習課 

図書館班） 

 

平成 28年度、主に行った事業等 

・町関連の資料を収集整理し閲覧に 

供した（受入冊数：393冊） 

・庁内各部署に協力を仰ぎ、行政資

料の調査・収集を行った。 

・二宮ゆかりの人物調査継続および

図書館だよりの記事掲載（亀井
か め い

玆
これ

常
つね

、岩谷
いわたに

時子
と き こ

、伊達
だ て

時
とき

、地主悌
じ ぬ して い

助
すけ

） 

・地域資料展示ケースでの展示

（斎藤
さいとう

香村
こうそん

、戦争と二宮、伊達時、 

 二見
ふ た み

利
とし

節
とき

） 

 

平成 29年度、主に行った事業等 

・「二宮ゆかりの人物ガイドブック」 

 増補改訂版を刊行した（400冊）。 

・町関連の資料を収集整理し閲覧に 

供した（受入冊数：347冊） 

・庁内各部署に協力を仰ぎ、行政資

料の調査・収集を行った。 

・二宮ゆかりの人物調査継続および

図書館だよりの記事掲載（「二宮

ゆかりの人物ガイドブック」増補

改訂版の特集） 

・地域資料展示ケースでの展示

（地主悌
じ ぬ して い

助
すけ

、戦争と二宮、二見
ふ た み

利
とし

節
とき

、梅田
う め だ

晴夫
は る お

とその周辺） 

 

 

 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

34,909,000 34,623,111 35,660,000 35,318,481 

成果・課題 評価・所見 

2010年に刊行した「二宮ゆかりの人物ガイ

ドブック」から 8 年が経過し、順調に頒布

を続けて残部がほぼ無くなったこと、人物

調査および図書館だよりに掲載した記事の

ストックがあることから、増補改訂版の編

集に 1 年かけて取り組み、刊行した。図書

館だよりで刊行前にガイドブックの特集を

組み、町内回覧した所、反響が大きく、頒

布前から問い合わせがあった。 

Ａ         

（前年度評価：なし） 
計画通り遂行できたためＡとした。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５地域文化の向上 

(２)図書館の充実 

①子育て支援の推進 

 

 

（生涯学習課 

図書館班） 

 

平成 28年度、主に行った事業等 

・ブックスタート事業（継続） 

年 6回・絵本配布数：167 冊 

・子育て関連図書および関連情報コ

ーナーの充実（継続） 

・子育て支援関連講座（継続） 

「楽しもう！よみきかせ」58人 

「わらべうたであそぼう！(乳児

向)」子ども 41人・大人 51 人 

・図書館託児サービス（継続）  

 29人 

・ファミリー読書のすすめコーナー

設置（町内書店と図書館、図書館関

連団体の推薦図書の紹介、年 4回、

図書館内および町内小中学校と町

内書店に本の紹介ポスターを掲示） 

・こどものほんコーナーに本の相談

員設置（夏休み期間毎日） 

平成 29年度、主に行った事業等 

・ブックスタート事業（継続） 

年 6回・絵本配布数：125冊 

・子育て関連図書および関連情報コ

ーナーの充実（継続） 

・子育て支援関連講座（継続） 

「絵本はこころのおやつ～after ブ

ックスタート～」９人 

「わらべうたであそぼう！(乳児

向)」子ども 38人・大人 39人 

・図書館託児サービス（継続）  

 ３人 

・ファミリー読書のすすめコーナー

設置（町内書店と図書館、図書館関

連団体の推薦図書の紹介、年 4回、

図書館内および町内小中学校と町

内書店に本の紹介ポスターを掲示） 

・こどものほんコーナーに本の相談

員設置（夏休み期間毎日ほか月３～

４回） 

現計予算額

（円） 
決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

34,909,000 34,623,111 35,660,000 35,318,481 

成果・課題 評価・所見 

「子育て世代が魅力を感じる図書館運営」

を目指し、引き続き子育て支援関連の行事

等事業の開催および子育て関連コーナーの

充実を進め、利用促進を図った。 

 

Ａ        （前年度評価：Ａ） 

平成 25 年 6月に策定された「二宮町定住促進計画」（子

育て編）に引き続き、「二宮町子ども・子育て支援事業

計画」（平成 27 年度～平成 31 年度）においても、子育

て世代が魅力を感じる図書館として充実させることが

うたわれている。平成 29 年度は、こどものほんコーナ

ー相談員の設置日を増やし子育て世代をメインとした

サービスをより充実したため、Ａとした。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５(２)図書館の充実 

②図書館資料の充実 

 

 

 

（生涯学習課 

図書館班） 

 

平成 28年度について 

・昨年度に引き続き、予算の一部に

図書館基金を充当し、資料の重点購

入を計画的に進め、資料の充実を図

った。 

（平成 28 年度重点購入：ＤＶＤ、

健康・医療関連図書、ティーンズコ

ーナー図書） 

・引き続き現行の予算の維持、寄贈

受入、雑誌スポンサー制度の活用を

行った。 

【平成 28年度】 

図書資料 5.374，098円 

  計 3,086冊 

（一般 2,529 冊 児童 557

冊） 

視聴覚資料 325,803 円 計 45

点 

（CD 9点 DVD 36点） 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度について 

・昨年度に引き続き、予算の一部に

図書館基金を充当し、資料の重点購

入を計画的に進め、資料の充実を図

った。 

（平成 29年度重点購入：語学書、健

康・医療関連図書、児童書（伝記等）、

ティーンズコーナー図書） 

・引き続き現行の予算の維持、寄贈

受入、雑誌スポンサー制度の活用を

行った。 

【平成 29年度】 

図書資料 5,606,569 円 

  計 3,341冊 

（一般 2,568冊 児童 773冊） 

視聴覚資料 93,391円 計 13点 

（CD ３点 DVD 10点 ） 

 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

7,050,000 7,049,091 7,093,000 7,092,848 

成果・課題 評価・所見 

平成 27 年度より、予算の一部に図書館基金を

充当し、資料の重点購入を計画的に進め、資料の

充実に努めている。平成 29 年度は、図書館基金

のＰＲも兼ね、図書館基金に多額の寄付をしてく

ださる方に依頼をし、町内中学校２校で講演をし

ていただいた。また、講演に合わせ、図書館基金

で購入した図書を中学校に貸出を行った。 

 

Ａ 

（前年度評価：Ａ） 
図書館資料の充実については、計画どおり遂行

することができたのでＡとする。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

５(２)図書館の充実 

③図書館サービスの

充実 

 

 

 

 

（生涯学習課 

図書館班） 

平成 28年度について 

・平成 27年度の試行を受け、子ど

もの利用が多い夏休み期間中毎

日、こどものほんコーナーに図書

の相談員を配置した（火・木・金

―9:30～12:00、水・金・日―13:00

～15:30） 

 

平成 29年度について 

・要望を受け、こどものほんコーナーの

図書の相談員の配置を、夏休み期間中毎

日に加え、他の月も毎月３～４回配置す

るようにした。 

 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

34,909,000    34,623,111 35,660,000 35,318,481 

成果・課題 評価・所見 

こどものほんコーナーの相談員は、夏休みは

特に普段来館できない子どもたちも来てくれる

ため、より来館時に楽しい思いをしてもらうた

め、「えほんクイズ」を実施し好評だった。夏休

み以外の月も実施し、土日の特に日曜日の利用

が多いように感じられたため、次年度に実施日

について検討し活かしたい。 

Ａ 

（前年度評価：Ａ） 
図書館サービス充実については、おおむね予定通り 

遂行できたのでＡとする。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

６社会教育施設の適切

な運営 

（１）ラディアンの適

切な運営 

【平成28年度】 

（ラディアン使用状況） 

        （件数）（稼働率） 

〇ホール     429件  49％ 

〇マルチ１    660件  76％ 

〇マルチ２－１  449件  51％ 

〇マルチ２－２  437件  50％ 

〇マルチ３    526件  60％ 

〇和室      425件  49％ 

〇保育室     272件  31％ 

〇ミーティング１    539件  62％ 

〇ミーティング２－１  541件  62％ 

〇ミーティング２－２  520件  60％ 

〇ミーティング２－３   609件  70％ 

〇ミーティング３   402件  46％ 

〇展示ギャラリー１  442件  51％ 

〇展示ギャラリー２  149件  17％ 

 

 

【平成29年度】 

（ラディアン使用状況） 

 （件数）（稼働率） 

〇ホール     401件  46％ 

〇マルチ１    673件  77％ 

〇マルチ２－１  463件  53％ 

〇マルチ２－２  436件  50％ 

〇マルチ３    541件  62％ 

〇和室      407件  47％ 

〇保育室     345件  40％ 

〇ミーティング１    538件  62％ 

〇ミーティング２－１  555件  64％ 

〇ミーティング２－２  529件  61％ 

〇ミーティング２－３   602件  69％ 

〇ミーティング３   412件  47％ 

〇展示ギャラリー１  343件  39％ 

〇展示ギャラリー２  175件  20％ 

 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

56,430,000 51,803,309 63,643,000 56,934,645 

成果・課題 評価・所見 

生涯学習センターは、学習・文化活動の場、

芸術に触れる場として多くの方に利用してい

ただいている。 

今後、老朽化による修繕箇所が年々増加し

ており、維持管理経費が増大すると予測され

るため、修繕計画を立て、施設を計画的に改

修していく必要がある 

 

 

 

 Ｂ 

  （前年度評価 なし ） 
 これまでも、効率的な運営を図ってきたが、より多く

の方に利用していただけるよう、魅力ある施設の管理運

営をめざしていく。 
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項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

重点施策 

６社会教育施設の適切

な運営 

(２)図書館の運営体制

およびサービスの見直

し 

平成28年度について 

・図書館未利用者に向けて、広報、図

書館だより、図書館ホームページ、町

フェイスブックの他、図書館だよりの

ＰＲ版の作成（町内回覧）、図書館公

式ツイッターの開設をし、よりＰＲに

努めた。 

・共催イベント(絵本原画展やアフタ

ーブックスタート等)を行った。 

平成 29年度について 

・図書館協議会において、運営体制

およびサービスの見直しについて

議題として取り上げた。協議会任意

の勉強会において、利用状況の分析

と、今行っているサービスに対して

の意見を出していただいた。また、

大和市立図書館を視察していただ

いた。 

・平成 30 年度に、経費を増やさず

開館日を増やすため、開館時間の縮

小や館内整理休館日の作業日を月

曜に充てる等、検討・計画を行った。 

・カウンターの配置、作業の効率化

など、より効果的な人員配置を模索

しながら、試験的にシフトを組むな

どした。 

現計予算額（円） 決算額（円） 現計予算額（円） 決算額（円） 

34,909,000 34,623,111 35,660,000 35,318,481 

成果・課題 評価・所見 

人員配置（主に非常勤職員、臨時雇用員）につ

いては、現在、経験値と能力の高い方がほとん

どであり、正規職員３名と連携が上手くとれて

いるため、何とか支障なく運営できている状況

である。 

 

 Ｂ 

  （前年度評価 なし ） 
これまでも、効率的な運営に努め、魅力的なサービ

スの展開を図ってきたが、広報や回覧、ＳＮＳ、ま

たその他の方法等上手く使い、来館しないまでもＰ

Ｒが多くの町民により届くよう手立てを考えていき

たい。 
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第 3章 外部評価（意見） 

 

 

評価委員：           

評価（意見）内容 
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評価委員：西山 千鶴子（二宮町民生委員児童委員）            

評価（意見）内容 
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地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委

任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任さ

れた事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。 

 

二宮町教育委員会点検及び評価実施規則  

 

（趣旨）  

第１条  この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律 (昭和 31 年法律第

162 号 )第 26 条の規定に基づき、二宮町教育委員会 (以下「教育委員会」という。) 

の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を実施すること

に関し必要な事項を定める。  

(点検及び評価の実施 ) 

第２条  点検及び評価は、実施年度の前年度における教育委員会の事務の管理及び

執行の状況について、行うものとする。  

（点検及び評価の対象）  

第３条  点検及び評価の対象は、教育委員会の活動及び二宮町教育委員会基本方針

等に基づいて教育委員会が実施する施策等とする。  

(評価委員 ) 

第４条  教育委員会は、点検及び評価を透明性及び客観性を持った適正なものとす

るため、二宮町教育委員会評価委員 (以下「評価委員」という。 ) を置く。  

２  評価委員は、教育委員会の求めに応じ、点検及び評価について意見を述べるも

のとする。  

３  評価委員は２名とし、教育に関して公正な意見を述べることが期待できる者の

中から、教育委員会が委嘱するものとする。  

（評価委員の任期）  

第５条  評価委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。  

２  評価委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

(点検及び評価の手順 ) 

第６条  点検及び評価を実施するにあたっては、教育委員会各課がその所管する第

３条に掲げる事項について行うものとする。  

参 考 資 料 
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２  教育委員会は、前項の点検を基に、評価委員の意見を聴いたうえで、教育委員

会議に諮るものとする。  

３  教育委員会は、評価委員の意見も含めた二宮町教育委員会点検及び評価報告書

を別に定める要領により作成し、二宮町及び二宮町議会へ提出するとともに、町

民に公表するものとする。  

(点検及び評価結果の活用 ) 

第７条  点検及び評価の結果は、教育委員会の施策の立案及び進行管理、事業の見

直し等に活用するものとする。  

  (その他 ) 

第８条  この規則に定めるもののほか、この規則の施行に関し必要な事項は、教育

委員会が別に定める。  

 

附  則  

この規則は、公布の日から施行する。  
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二宮町教育委員会点検及び評価実施要領  

 

（趣旨）  

第１条  この要領は、二宮町教育委員会点検及び評価実施規則（以下「実施規則」

という。）に基づいて実施する二宮町教育委員会点検及び評価の具体的な方法につ

いて必要な事項を定める。  

（評価事項）  

第２条  評価事項は、次に掲げる項目とする。  

（１）教育委員会議、学校訪問、研修及びその他教育委員が直接関与している事業

の活動状況  

（２）教育委員会が管理及び執行している事業並びに教育長に委任している事務の

うち、重点施策及び主たる取り組み  

  （３）その他、教育委員会が特に記載するもの  

（評価の観点）  

第３条  評価の観点は、教育委員会の行う活動として適正か、目標とする効果が得

られているか、コスト意識を持って取り組んでいるかを主たる観点とし、総合的

に評価する。  

（評価の基準）  

第４条  点検評価においては、評価の観点を元に、評価対象について、次の区分に

より評価する。  

評価  評価基準  

Ａ  
目標とする成果が得られた。  

または、適正に取り組んでおり、成果が上がっている。  

Ｂ  おおむね適正に取り組んでいるが、改善が望ましい点がある。 

Ｃ  取り組みが不足しており、改善を要する点がある。  

Ｄ  
取り組みが不要であり、方向性の見直しを含めた再検討が必

要である。  

（報告書の作成要領）  

第５条  実施規則第６条第３項に基づき作成する二宮町教育委員会点検及び評価報

告書（以下「点検及び評価報告書」という。）は、教育委員会の活動状況点検評価

シート（別紙１）及び教育委員会事務局の活動状況点検評価シート（別紙２）に

より作成するとともに、次に掲げる項目について掲載するものとする。  

 （１）点検評価対象年度の教育委員会基本方針  

 （２）点検評価対象年度末時点の教育委員の一覧  

（３）第２条で定める評価事項に関する項目  

 （４）評価委員からの点検及び評価意見  
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（公表）  

第６条  点検評価の町民への公表については、点検及び評価報告書を公告するとと

もに町ホームページに掲載することにより行う。  

（その他）  

第７条  この要領の実施にあたり、必要な事項は教育委員会が別に定める。  

 

附  則  

 この要領は、公表の日から施行する。  

附  則  

 この要領は、公表の日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



49 

 

 

別紙１ 教育委員会の活動状況 点検評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 教育委員会事務局の活動状況 点検評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

 

 

 

 

 

 

成果・課題 評価・所見 

  

  

 

項目 

（重点施策・事業） 

前年度 

実績・状況 

当年度 

実績・達成状況 

   

現計予算額 決算額 現計予算額 決算額 

    

成果・課題 評価・所見 
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平成 30 年度 二宮町教育委員会点検及び評価報告書 

（平成 29 年度事業分） 

 

【 発行 平成 30 年  月 】 

発行者 二宮町教育委員会      編集 教育部教育総務課 

〒259－0196 神奈川県中郡二宮町二宮 961 ℡0463－71－3311（代表） 

 

 

 

  

 



平成平成平成平成 30303030年度年度年度年度    第第第第 1111回回回回    にのみや子どもはぐくみ塾にのみや子どもはぐくみ塾にのみや子どもはぐくみ塾にのみや子どもはぐくみ塾    報告報告報告報告    

演題「生まれてきてくれて、ありがとうって子どもに伝えたいあなたのために」 

講師：明星大学教育学部 教授 星山麻木氏 

 

〇参加者・・・97名 

学校教育・幼稚園 62名 

（町外小中学校教員…31名 

町外小中学校教員…３名 

幼稚園教諭…７名 

支援教育補助員…19名 

教育支援室関係者…２名） 

一般町民 15名 

保護者 10名 

行政 6名 

その他・不明 ４名 

 

〇アンケート回収・・・73名分（回収率約 75％） 

１．大変よかった１．大変よかった１．大変よかった１．大変よかった 59名 

・多様性を認め弱みを強みに変えていくために合理的配慮やあたたかい雰囲気の学級づくりをするなど環境を整

えていきたい（教） 

・「多様性の受容」というのは良い言葉だなあと思いました（教） 

・２学期から子どもたちへの声かけがかわりそうです（幼） 

・この仕事をする前、又は（始めて）1年以内にこのような講演が聞けて勉強する機会があればよかった（支） 

・自分が支援している児童の顔が何人も浮かんできて今後の接し方のヒントをたくさんいただきました。 

・教師が支援を必要とする生徒に的確にサポートして下さることを期待している（町） 

・“～傾向がある”ではなく“～色”と言われると和みますね（保） 

・町としてサポーター講習をして欲しい（保） 

 

２．よかったよかったよかったよかった 10名 

・基本的な考えの理解に役立った（教） 

・まず自分を振り返り知ることから始めてみようかと思います（支） 

・物の見え方聞こえ方が人と異なることがあることを学ぶことができてよかった（町） 

 

３．どちらともどちらともどちらともどちらともいえないいえないいえないいえない １名 

・少数派の子どもたちのいろいろな苦しみを聞けてよかった（教） 

 

４．あまりよくないあまりよくないあまりよくないあまりよくない ０名 

 

５．よくなかったよくなかったよくなかったよくなかった ０名 

   

未記入未記入未記入未記入 ３名 

・保護者の方とお話しできたのはよかったがもう少し専門的な話も聞きたかった。（教） 

・“ふつう”について考えさせられた（保） 

町内小中学

校教職員

32%

町外小中学校

教職員

3%

幼稚園教諭

7%支援教育補助員

20%

教育支援室

2%

一般町民

16%

保護者

10%

行政

6%

その他・不明

4%

資料２ 



[開会式］９:００～

(茶屋鼓笛隊による演奏８：４５～）

綱引き

6

（ ３ ０ 分 ）

競技は抽選番号で行い、３回勝負とし先に２勝したチームを勝ちとする。
〔例〕　抽選番号①と②が対戦、③と④が対戦、以下抽選番号順で行う。

１ ３ ： ２ ０ ～

7

9
（ １ ０ 分 ）

タイムレースとし、２０歳または３０歳代男子１名、４０歳・５０歳代男子各１名、２０歳
代・３０歳代女子各１名、４０歳代女子1名の計６名で地区別対抗リレーを行う。女子
を第１走者とし、第１走者～第６走者が１／２周ずつを走る。第３走者からコーナー
トップとする。 女子、男子、女子、男子の順で走る。また、男子はトータル１２０歳以
上であれば参加もできる。

（ ２ ５ 分 ）

小学生男女各３名（1･2年/

男女各１０名 Ｆ
競技は抽選番号で行い、１回勝負とし、競技時間は３０秒とする。
〔例〕　抽選番号①と②が対戦、③と④が対戦、以下抽選番号順で行う。

（３学年の内から1名）

小・中学生地区
別リレー（予選）

小学生男女各３名（1･2年/

（３学年の内から１名）

年代別地区別
リレー

［昼　食］１１：２５～１２：３５　　　　　

　　　①ジャギーキッズダンスによる演技披露　　　　②みんなで踊ろう民謡踊り　　　③せんべい食い競走（小学生・先着５００名）　

3･4年/5･6年生から各１名）

Ｔ

１ ０ ： ５ ０ ～

全地区を４ブロックに分け、小・中学生４名による地区別対抗リレーを男女別に行う。
第１走者は１/４周・第２、第３走者は１/２周・第４走者は１周（女子は１/２周とする）。
第３走者以降はコーナートップとする。予選各組の１位と予選タイム上位２チームが
予選通過とする。
※エントリーは２４チームまで受付ける。 （ ３ ５ 分 ）

８レース

（ ２ ０ 分 ）

６レース

９ ： ５ ５ ～

中学生男女各１名

９ ： １ ５ ～

９ ： ３ ５ ～

Ｆ
９ ： ２ ５ ～

（ １ ０ 分 ）

5

一般男女各２組（1組５名）

競 技 数 予定時間

1

2

3
男 女 各 ４ 名

4
団体職域別
リレー

各 団 体 ・ 事 業 所

Ｔ

タイムレースとし、４人１組で走る。第１走者は、バトンゾーンのスタートし、それぞれ１
／２周ずつ走る。小学生・一般男子・一般女子の３部門。なお、表彰は昼食前に行
う。

むかでリレー ４レース

タイムレースとし、５人１組で男女各２組により、1周と1/4をリレーで行う。次の走者組
にタッチして、タッチされた者は、先頭に声で伝え、それを合図としてスタートする。
次のむかでにタッチでつなぐ。

グラウンドゴルフ
リレー

小 学 生 ・ ６ ０ 歳 以 上 の
Ｔ

全地区を４ブロックに分け、１／８周ずつグラウンドゴルフのクラブでゴムボールを打
ち、クラブとボールをバトンとし、１周する。

未就学児童によるかけっこ。一斉にスタートし、ゴールまでかけぬける。ゴール先で
参加賞を受け取る。

　　　　　 ※予定時間は目安です。また、雨天時等は競技の変更・中止等がありますのでご了承ください。

10 ４ レ ー ス

１ ３ ： ３ ０ ～

種 目 出 場 者 場所 競 技 説 明

※集合時間は、出場競技の２競技前とします。　※表記中「一般」とは中学生以上を指します。

（ ２ ０ 分 ）

１ ０ ： １ ５ ～

（ ３ ５ 分 ）

Ｔ

４レース

全 員
Ｆ

開会式終了後その場で体操の体形に広がりラジオ体操（健康づくり普及委員）と軽
い準備運動を行う。

（ １ ０ 分 ）

未 就 学 児 童

みんなで体操

みんないっしょ
によーいドン！

　　　　　 ※駐車場の用意がありませんので、車でのご来場はご遠慮ください。

３ 回
１ ２ ： ３ ５ ～

（ ２ ０ 分 ）

8

玉入れ

Ｔ

一 般 男 女 各 １ ０ 名
Ｆ ５ 回

１ ２ ： ５ ５ ～

Ｔ
3･4年/5･6年生から各１名）

中学生男女各1名
２ レ ー ス

予選通過６チーム。№6と同じ。

［お願い］※せんべい食い競走は午前１０時００分より選手集合場所付近にて受付を行いリボンを渡します。（受付は出場者本人が行うこと。）　

年 代 別 男 女 各 ３ 名

小・中学生地区
別リレー（決勝）

[主催] 二宮町・二宮町教育委員会 

[主管] 二宮町体育協会 

[後援] 神奈川県教育委員会 プログラム ■花 火 打 上 げ･･･６：４５  ■競技役員集合 ･･･８：００    ■選手役員集合 ･･･８：４５    
■開   会  式 ･･･９：００  ■閉   会  式･･･１４：００（予定）※終了予定１４：３０ 

１．開会                        ５．主管・審判長あいさつ 

２．国旗・町旗・体育協会旗掲揚  ６．来賓あいさつ 

３．優勝旗返還                  ７．選手宣誓 

４．大会会長あいさつ 

１．成績発表  

２．賞状・優勝旗・盾の授与  

３．大会会長あいさつ  

４．国旗・町旗・体育協会旗降納 

≪開会式≫ ≪閉会式≫ 

第75回 

資料４ 



平成３０年度９月定例教育委員会議予定 

 

 

１ 日 時  平成３０年９月２８日（金）９時３０分から 

２ 場 所  二宮町町民センター ２Ａクラブ室 

３ 付議事項 

４ 報告･協議事項 

（１）二宮町教育委員会点検及び評価報告書（案）について 

（２）その他 

午後    給食試食後 学校訪問（二宮小学校） 

 

※ 出席を要する主な行事 

 １０月 ６日（土）       山西小学校運動会 

 １０月 ７日（日） ８時５０分 二宮町体育祭（町民運動場） 

 １０月２６日（金） ９時３０分 １０月定例教育委員会議（町民センター３Ｂクラブ室） 

午後    給食試食後 学校訪問（二宮西中学校） 

 １１月２２日（木） ９時３０分 １１月定例教育委員会議（町民センター２Ａクラブ室） 

午後    給食試食後 学校訪問（二宮中学校） 

 

※ 学校へ行こう週間 

 １０月１５日（月）～１０月２０日（土）二宮中学校 

   １０月２０日（土）～１０月２６日（金）二宮西中学校 

     １０月２６日（金）～１１月 １日（木）一色小学校 

１０月２７日（土）～１１月 ２日（金）二宮小学校 

   １１月１７日（土）～１１月２２日（木）山西小学校 

 

 

 


